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日
程
第

議
案
第
一
―
七
号

議
案
第
一
―
八
号

議
案
第
一
―
九
号

議
案
第
―
二

0
号

議
案
第
一
―
七
号

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
五
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

日
程
第

日
程
第

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

0
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

第

r 

ノ‘

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

第

五

昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
公
共
下
水

補
正
予
算
（
第
三
号
）

第

四

昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計

に
つ
い
て

決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定

第

昭
和
四
十
五
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計

第

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

第

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
十
二
日
（
月
）

0
議

事

日

程

第

一

号

午
後
一
時
開
会

II II 

II II 

II II 

議
案
説
明
・
・
質
疑
。
・
委
員
会
付
託

議
案
説
明
・
・
質
疑
•
•
特
別
委
員
会
設
縦
。
付
託
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0
出
席
議
員
（
四
十
二
名
）

日
程
第

＇ ノ‘

日

程

第

五

日

程

第

四

議
案
第
一
―
八
号

議
案
第
一
―
九
号

議
案
第
―
二

0
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

早 服 長

谷

JI I 

橋 橋 野 生 中 出 坪 田 高 高 志 後 後 小 4 ヽ小 粉 訓 J 11 小 大 岩 伊 伊 4 ヽ荒 青

JI I 部 本 本 崎 J 11 島 井 井 中 橋 井 積 藤 藤 林

正 且
I

鐸 増 建 貞 平 隆 妙 政 力 政

林 林 } | | 覇

喜

多

野

村 JI I 島 田 藤 藤

夫 弘

井 木 山

君 君

元

君

蔵

君

治

君

芳

君

蔵

君

平

君

博

君

子

君 君 君

夫

君 君

藤

太

郎

君

寛

治

君

喜

夫

君

博

次

君

哲

夫

君

也

茂

君

男

君

等

君

潔

君

四 武 久 信 金 道 武 峯

郎

君

雄

君

雄

君

夫 治 男

昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

君 君 君 君 君
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火
席
議
員
（
二
名
）

0
議
事
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

次 消

防

長

次

長 長

教

育

委

員

長

副

収

入

役

山 冨 佐

々

北 山 木

龍

池

伊

藤

建

設

部

長

滝

下

水

道

部

長

天

野

土

木

部

長

谷

沢

衛

生

部

長

園

浦

厚

生

部

長

小

西

産

業

部

長

税

務

部

長

総

務

部

長

市

長

公

室

長

収 助 助

入

役

役 役

阿 荒 平 庄 加 岩

南 木 井 輪 司 藤 野 鬼 藤 春 本 ロ

光 晃 清 涼 伝

之

助

助 文 和 忠 輝 清 良 寛 見 太 文 照 忠 信

彰 精 真 春 男 己 臣 彦 郎

喜

代

司

嗣 斉

喜

久

男

郎 雄 男 勝 生

君 君 君 君 君 君 君 君 君 君 君 君 君 君 君 君 君

市

長

九

君

伊

君

天

君

吉

垣

君

山

君

山

中

君

山

君

安

垣

＇ ノ‘

平

松

島

増

山

豊 良 英

勇 司

君 君 君 君

藤 福 日

井 田 比

泰

治

郎

香 義

史 平

君 君 君
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に
と
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

会
議
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
長
に
お
い
て
田
中
政
一
君
及
び
山
中
忠
一
君
存
指
名
い
た
し
ま

日
程
第
二

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

次
に
、
日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
存
議
匙
と
い
た
し
ま
す

3

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
よ
り
十
一
月
二
十
日
ま
で
の
九
日
間
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
期
は
九
日
間
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

す。

日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
存
行
な
い
ま
す
。

日
程
第

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

そ
れ
で
は
、
た
だ
い
ま
よ
り
会
議
存
開
含
ま
す
。

（拍

手）

い
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
ご
紹
介
さ
れ
ま
し
た
龍
池
清
真
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
出
席
事
務
局
職
員

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

た
だ
い
ま
か
ら
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
、
四
日
市
市
議
会
臨
時
会
存
開
会
い
た
し
ま
す
。

本
日
の
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
．
議
事
日
程
第
一
号
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
顧
い
存
い
た
し
ま
す

3

要
求
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
議
事
説
明
者
の
氏
名
は
、
お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
要
求
書
写
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す

J

な
お
、

議
事
説
明
者
中
、
教
育
長
は
欠
席
、
衛
生
部
長
は
遅
刻
い
た
し
ま
す
の
で
．
ご
了
承
顧
い
ま
す
。

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

会
議
に
先
立
ち
ま
し
て
、
龍
池
教
育
委
員
長
か
ら
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
＂

〔
教
育
委
員
長
（
龍
池
清
真
君
）
議
場
中
央
に
進
む
＼

0
教
育
委
員
長
（
龍
池
清
真
君
）

去
る
九
月
二
十
九
日
の
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
、
互
選
の
結
果
委
員
長
に
当
選
い
た
し
ま
し
た

C

ど
う
そ
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
顧

本
日
の
出
席
議
員
数
は
、
三
十
九
名
で
あ
り
ま
す
。

書 書 次

記 記

議

事

係

長

長

事

務

局

長

代

表

監

査

委

員

午
後
一
時
二
分
開
会

板 佐 4 ヽ森 鷲 森

崎 藤 林 野

大

之

丞

正 桂 正

太

郎

正 新

俊 輔 和 I¥ 

君 君 君 君 君 君

こ
れ
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日
程
第
三

議
案
第
一
―
七
号
昭
和
四
十
五
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

0
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）

率
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
日
程
第
三
、
議
案
第
一
―
七
号
昭
和
四
十
五
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計

提
案
理
由
の
説
明
存
求
め
ま
す
。

〔
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
登
壇
〕

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
昭
和
四
十
五
年
度
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
こ
説
朋
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
に
お
い
て
、
決
算
額
は
、
百
三
億
五
千
三
百
十
一
万
八
千
六
百
三
円
と
な
り
、
予
算
額
百
四
億
九
千
七
百

一
億
四
千
四
百
七
十
五
万
四
千
五
百
七
十
七
円
の
収
入
減
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
額
に
対
す
る
執

行
率
は
九
八
・
六
％
と
な
り
ま
し
た
が
、
調
定
額
百
五
億
一
千
五
百
六
十
四
万
九
千
二
百
八
十
七
円
に
対
し
て
は
九
八
•
五
％
の
収
入

収
入
の
内
容
は
、
市
税
収
入
が
五
十
八
億
二
千
八
百
十
四
万
六
千
九
百
二
十
八
円
で
、
歳
入
決
算
額
の
五
六
・
三
彩
、
市
税
以
外
の

収
入
が
四
十
五
億
二
千
四
百
九
十
七
万
一
千
六
百
七
十
五
円
で
四
三
・
七
％
と
な
り
ま
す
。

市
税
収
入
に
お
い
て
は
、
自
然
増
収
並
び
に
法
人
市
民
税
の
税
率
の
引
合
上
げ
及
び
固
定
資
産
税
の
評
価
が
え
等
の
結
果
、
予
算
額

よ
り
一
億
九
千
五
十
八
万
一
千
九
百
二
十
八
円
の
収
入
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
税
以
外
の
収
入
に
お
い
て
は
、
自
動
車
取
得
税
交
付

金
、
地
方
譲
与
税
並
び
に
使
用
料
及
び
手
数
料
等
で
予
算
存
超
過
し
た
反
面
、
繰
入
金
及
び
市
債
で
、
庁
舎
建
設
事
業
の
一
部
繰
り
越

し
に
伴
い
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
及
び
借
り
入
れ
存
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
こ
と
に
よ
り
収
入
不
足
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
市
税
以
外

の
収
入
は
、
予
算
額
よ
り
三
億
三
千
五
百
三
十
三
万
六
千
五
百
五
円
の
収
入
減
と
な
り
ま
し
た
。

収
入
未
済
額
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
や
む
存
得
ず
不
納
欠
損
処
分
に
付
し
た
額
五
百
三
十
万
七
千
八
百
五
十
七
円
存
除
い
て
、
市
税

そ
の
他
で
一
億
五
千
七
百
二
十
二
万
二
千
八
百
二
十
七
円
を
生
じ
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
徴
収
確
保
に
は
一
段
の
努
力
存
い
た
し
て
お
り

次
に
、
歳
出
に
お
い
て
ぱ
、
決
算
額
は
九
十
八
億
六
千
八
十
三
万
一
千
六
白
三
十
三
円
で
、
翌
年
度
事
業
繰
越
額
五
億
二
千
七
十
六

万
七
千
四
百
八
十
円
存
含
め
る
と
、
百
三
億
八
千
百
五
十
九
万
九
千
百
十
三
円
と
な
り
、
予
算
額
百
四
億
九
千
七
白
八
十
七
万
三
千
百

八
十
七
円
に
比
し
一
億
一
千
六
百
二
十
七
万
四
千
六
十
七
円
の
不
用
額
と
な
り
ま
し
た
，
予
算
額
に
対
す
る
執
行
率
は
、
九
三
・
九
％

と
な
り
ま
す
が
、
翌
年
度
事
業
繰
越
額
存
含
め
る
と
九
八
・
九
彩
の
執
行
率
で
あ
り
ま
す
。

支
出
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
付
属
書
類
の
主
要
施
策
実
績
報
告
書
に
よ
り
ご
了
承
い
た
だ
含
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
各
款
に
お
け
る

予
算
執
行
率
は
、
議
会
費
九
八
・
七
彩
、
総
務
費
七
八
・
八
％
（
翌
年
度
事
業
繰
越
額
存
含
め
る
と
九
九
彩
）
、
民
生
費
九
九
・
一
彩
、

衛
生
費
九
三
・
九
彩
（
翌
年
度
事
業
繰
越
額
存
含
め
る
と
九
八
彩
）
、
労
働
費
九
八
彩
、
農
林
水
産
業
費
九
七
％
、
商
工
費
九
九
。
ニ

％
、
土
木
費
九
八
％
（
翌
年
度
事
業
繰
越
額
を
含
め
る
と
九
九
。
五
％
）
、
消
防
費
九
九
・
五
％
、
教
育
費
九
九
・
八
％
、
災
害
復
旧

費
九
九
・
七
術
及
び
公
債
費
九

0
•

三
形
で
あ
り
ま
す
。

翌
年
度
事
業
繰
越
額
に
つ
い
て
は
、
繰
越
明
許
費
に
よ
る
も
の
か
庁
舎
建
設
事
業
費
ほ
か
一
件
で
四
億
七
千
六
十
四
万
九
千
六
白
四

十
円
、
事
故
繰
り
越
し
に
よ
る
も
の
が
北
部
清
掃
施
設
排
水
路
建
設
事
業
及
び
取
水
施
設
新
設
工
事
費
ほ
か
一
件
で
五
千
十
一
万
七
千

八
百
四
十
円
、
合
計
五
億
．
二
千
七
十
六
万
七
千
四
白
八
十
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入
歳
出
差
引
き
四
億
九
千
二
百
二
十
八
万
六
千
九
百
七
十
円
の
剰
余
金
存
生
じ
ま
し
た
が
、
こ

の
う
ち
翌
年
度
事
業
繰
越
財
源
充
当
額
六
千
二
百
八
十
二
万
九
千
四
百
八
十
円
存
含
み
ま
す
の
で
、
実
質
剰
余
金
は
、
こ
れ
を
除
い
た

額
四
億
二
千
九
百
四
十
五
万
七
千
四
西
九
十
円
で
あ
り
ま
す
し

続
い
て
、
各
特
別
会
計
及
び
桜
財
産
区
決
算
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
歳
人
歳
出
差
し
引
き
剰
余
金
存
生
じ
て
お
り
ま

し
て
、
市
立
印
刷
所
会
計
五
百
四
十
八
万
五
千
九
十
五
円
、
基
金
会
計
は
、
災
害
救
助
基
命
、
小
菅
科
学
教
育
振
興
基
命
及
び
財
政
調

以
上
、

ま
す
。

八
十
七
万
三
千
百
八
十
円
に
比
し
、

ま
ず
、

市
長
。

等
決
算
認
定
に
つ
い
て
和
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）
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思
い
ま
す
の
で
、
と
回
答
存
お
顧
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

整
基
金
の
合
計
三
十
一
万
五
千
九
百
二
十
四
円
、
競
輪
事
業
会
計
一
億
八
千
百
九
十
万
三
千
百
六
十
五
円
、
国
民
健
康
保
険
会
計
三
千

七
百
二
十
八
万
九
千
二
百
八
十
四
円
、
と
畜
場
食
肉
市
場
会
計
四
十
五
万
一
千
百
七
十
四
円
、
市
営
魚
市
場
会
計
十
二
万
六
千
百
―
-
+

五
円
、
公
共
下
水
道
会
計
二
百
三
十
五
万
八
千
三
百
六
十
四
円
、
西
浦
土
地
区
画
幣
理
事
業
会
計
一
千
二
百
七
十
二
万
二
千
四
百
五
十

七
円
、
交
通
災
害
共
済
事
業
会
計
一
千
八
百
七
十
九
万
二
百
四
十
六
円
、
公
共
用
地
取
得
事
業
会
計
一
千
七
百
八
十
七
万
八
千
五
百
六

な
お
、
西
浦
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
剰
余
金
の
う
ち
翌
年
度
事
業
繰
越
財
源
充
当
額
一
千
二
百
四
十
九
万
六
千
九

百
円
和
差
し
引
き
、
二
十
二
万
五
千
五
百
五
十
七
円
の
実
質
剰
余
金
と
な
り
、
公
共
用
地
取
得
事
業
会
計
は
、

千
五
百
六
円
の
翌
年
度
事
業
繰
越
財
源
充
当
額
和
差
し
引
き
、
実
質
剰
余
金
は
零
と
な
り
ま
し
た
。

百
七
十
六
円
の
剰
余
金
存
昭
和
四
十
六
年
度
へ
繰
り
越
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す

2

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
ご
審
議
い
た
だ
き
、

橋
本
建
治
君
゜

〔
橋
本
建
治
君
登
壇
〕

0
橋
本
建
治
君

ご
認
定
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

午
後
一
時
十
五
分
休
憩

一
千
七
百
八
十
七
万
八

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
及
び
桜
財
産
区
決
算
の
総
額
は
、
歳
入
が
百
七
十
二
億
七
千
九
百
二
十
七
万
二
千
二
百

十
三
円
、
歳
出
が
百
六
十
五
億
九
百
五
十
五
万
二
千
三
百
三
十
五
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
し
引
き
七
億
六
千
九
百
七
十
一
万
九
千
八

な
お
、
昭
和
四
十
五
年
度
用
品
購
入
埜
金
、
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金
及
び
土
地
開
発
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
別
冊
調
書

ま
ず
、
質
問
の
先
に
、
当
決
算
議
会
に
対
し
て
、
私
ど
も
共
産
党
は
、
全
体
審
議
で
や
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
意
見

ど
持
っ
て
お
っ
た
ん
で
す
が
、
な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
、
や
は
り
、
私
た
ち
初
め
て
決
算
委
員
会
に
臨
む
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
決
算

委
員
会
は
非
常
に
今
日
の
情
勢
で
非
常
に
重
要
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
全
体
審
議
と
な
り
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
と
都
合
上
、

検
討
存
要
す
る
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
ほ
う
が
よ
ろ
し
い
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
（
二
し
お
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
と
、
も
う
―
つ
は
、
前
日
も
問
超
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
ほ
ど
会
期
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
会
期
中
に
衛
生
組
合

議
会
の
行
事
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
市
長
が
衛
生
組
合
の
紀
合
長
も
兼
ね
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
や
は
り
こ
の
決
算
議

会
の
重
要
度
に
対
し
て
、
若
干
の
問
題
点
が
あ
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
存
、
市
長
に
ま
ず
指
摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
と
し
ま
し
て
は
、
九
月
議
会
の
中
で
二
十
九
号
台
風
が
来
ま
し
て
、
相
次
ぐ
被
害
存
受
け
た
わ
け
で
す
が
、
そ

の
場
合
に
も
、
さ
ら
に
こ
の
災
害
対
策
の
臨
時
議
会
存
開
い
て
予
算
存
決
定
し
て
緊
急
の
対
策
存
す
る
と
い
う
こ
と
も
必
要
で
は
な
か

「
た
か
と
い
う
よ
う
に
思
う
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
や
は
り
、
こ
の
議
会
に
理
事
者
側
が
で
す
ね
、
臨
む
態
度
に
つ
い
て
、

若
干
指
摘
せ
ざ
る
存
得
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で
す
。
そ
の
こ
と
存
前
置
き
し
ま
し
て
、
五
つ
の
点
に
つ
い
て
質
問
し
た
い
と

ま
ず
第
一
に
、
国
の
事
業
に
か
か
わ
る
超
過
負
担
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。

配
ら
れ
ま
し
た
実
績
報
告
書
の
一
ペ
ー
ジ
の
と
こ
ろ
に
、
四
十
五
年
度
決
算
の
背
景
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す

J

そ
の
算
用
数
字

の
2
の
キ
の

2
と
こ
ま
か
い
数
字
の

2
の
と
こ
ろ
に
「
国
庫
補
助
負
担
事
業
に
か
か
る
地
方
団
体
の
超
過
負
担
お
よ
び
任
民
の
税
外
負

こ
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
と
発
言
願
い
ま
す
。

提
案
理
由
の
説
明
、
先
ほ
ど
お
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
み
開
き
ま
す
。

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

停
電
の
た
め
、
暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
、

円
、
桜
財
産
区
十
一
万
二
千
六
十
八
円
の
剰
余
合
で
あ
り
ま
す
。

午
後
一
時
四
十
七
分
再
開
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出
和
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
問
題
は
、

一
気
に
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

つ
充
分
な
金
額
存
基
礎
と
し
て
、

こ
れ
存
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

」
と
そ
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
憲
法
九
十
二
条
地
方

す
。
な
ぜ
、

こ
の
問
題
存
私
は
取
り
上
げ
た
か
と
申
し
ま
す
と
、

四
十
五
年
度
の
決
算
、
先
ほ
ど
市
長
か
ら
報
告
が
こ
ざ
い
ま
し
た
が
、

合
わ
め
て
大
事
な
問
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
超
過
負
担
の
発
生
原
因
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
明
ら
か
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
単
価
の
差
、
数
量
の
差
、
規
模
の
差
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
単
価
の
差
は
非

財
政
存
ま
か
な
っ
て
い
く
う
え
に
お
き
ま
し
て
は
、

」
と
い
う
四
十
五
年
度
決
算
の
背
景
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
申
す
ま
で
も
な
く

国
庫
支
出
金
は
国
庫
負
担
金
、
国
庫
補
助
金
、
負
担
金
に
伴
う
事
業
に
お
け
る
こ
の
超
過
負
担
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
と
も
う
―
つ
は
県
支
出
金
に
伴
う
事
業
に
お
け
る
超
過
負
担
も
合
わ
せ
て
あ
る
と
思
い
ま
す
＞

ま
ず
、
質
問
の
第
一
は
、
四
十
五
年
度
決
算
期
に
お
い
て
の
超
過
負
担
額
と
そ
の
実
態
存
具
体
的
に
明
示
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

一
覧
表
で
で
す
ね
、
出
し
て
い
た
だ
含
た
い
と
。

こ
の
こ
と
存
理
事
者
側
に
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
、
自
治
省
は
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
四
十
五
年
の
三
ケ
年
間
に
超
過
負
担
存
解
消
存
す
る
と
し
て
あ
る
べ
き
水
準

存
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
影
署
で
あ
ら
わ
れ
て
お
る
の
か
、

政
に
ど
の
よ
う
な
影
響
和
与
え
て
お
る
の
か
、
ま
た
、
別
の
意
味
で
は
住
民
へ
の
負
担
の
低
下
と
い
う
意
味
で
、
き
わ
め
て
私
は
蜘
方

常
に
地
方
財
政
及
び
地
域
住
民
へ
の
負
担
存
し
い
て
お
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
教
育
施
設
、
保
育

施
設
、
国
保
事
務
費
、
農
業
委
員
会
の
事
務
費
、
公
営
住
宅
、
そ
の
他
建
設
閣
係
費
の
超
過
負
担
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
お
る
と
思
い
ま

四
億
数
千
万
の
剰
余
金
、
し
か
し
、
中
身
存
検
討
い
た
し
ま
す
と
、
三
億
五
千
万
円
は
基
金
よ
り
繰
り
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
ま

す
と
実
質
は
一
億
円
余
、
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
十
分
検
討
す
る
余
地
が
こ
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
そ
う
な
り
ま
す
と
、
今
日
ま
で

い
わ
ゆ
る
黒
字
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
公
表
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
実
質
的
に
は
も
う
基
合
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
し
、
今
後
の
財

政
と
い
う
も
の
は
非
常
に
苦
し
い
の
で
は
な
い
か
と
。
今
日
の
市
民
の
要
求
の
実
態
か
ら
見
ま
し
て
、
ま
た
九
月
議
会
で
も
関
題
に
な

り
ま
し
た
よ
う
に
、
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
経
済
危
機
の
中
で
四
十
七
年
度
以
降
、
き
わ
め
て
重
要
な
情
勢
存
・
迎
え
る
と
思
い
ま
す
。

す
で
に
地
方
財
政
の
減
収
も
、
先
日
新
聞
紙
上
に
う
た
わ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
今
日
の
そ
う
い
う
情
勢
の
中
で
、
特
に
こ
の
市
民
の

要
求
と
関
係
し
ま
し
て
、
地
方
自
治
体
の
自
主
財
源
の
確
保
の
適
、
ど
う
い
う
道
存
実
際
の
要
路
と
し
て
歩
ん
で
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
は
、
今
日
強
く
閻
わ
れ
て
お
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
、
こ
こ
で
地
方
財
政
の
本
旨
に
立
ち
哭
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
た
い
へ
ん
僣
越
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
地
方
財
政
法
第
十
八
条
存
読

ま
さ
し
て
も
ら
い
ま
す
と
、
国
の
支
出
金
の
算
定
の
基
礎
と
し
て
十
八
条
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。

補
助
金
等
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
支
出
金
の
額
は
、
地
方
公
共
団
体
が
当
該
国
の
支
出
命
に
係
る
事
務
和
行
う
た
め
に
必
要
で
且

自
治
体
の
自
治
と
い
う
、

こ
の
本
旨
、
ま
た
一
例
存
申
し
上
げ
ま
す
と
、
憲
法
二
十
六
条
の
教
育
の
問
超
に
つ
き
ま
し
て
も
、
や
は
り
、

こ
の
地
財
法
の
本
旨
が
真
価
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
地
方
自
治
体
の
自
治
、
ま
た
国
民
の
教
育
存
受
け
る
権
利
存
財
政
的
に
奪

わ
れ
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
お
る
ん
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

市
長
の
ほ
う
か
ら
朋
ら
か
に
し
て
い
た
だ
苔
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
超
過
負
担
が
一
般
地
方
財

け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
で
す
ね
、
国
の
こ
う
い
う
法
律
の
趣
旨
に
戻
っ
て
で
す
ね
、
地
方
自
治
体
ま
た
は
地
域
住
民
が
負
担

し
て
い
る
の
か
と
い
う
実
態
わ
、
今
日
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
き
わ
め
て
大
事
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
市
長
会
、
ま
た
は
議
長
会
等
で
毎
年
こ
の
問
題
存
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
政
府
に
運
動
ー
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
市
長
会
に
お
い
て
、
ま
た
当
市
に
お
い
て
四
十
五
年
度
に
ど
の
よ
う
な
運
動
存
や
ら
れ
た
の
か
、

次
に
、
二
番
目
の
閻
題
で
あ
り
ま
す
。
財
源
の
損
失
の
問
題
と
し
て
質
問
和
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
国
の
負
担
金
、

特
に
大
規
模
固
定
資
産
、
償
却
資
産
、
土
地
建
物
が
あ
り
ま
す
が
、
評
価
、
課
税
の
実
態
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
特

に
租
税
特
別
措
置
法
等
に
よ
っ
て
減
額
減
免
さ
れ
て
お
る
額
、
及
び
そ
の
実
態
は
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
資
料
の
提

そ
れ
か
ら
、
二
番
目
に
電
気
ガ
ス
税
の
非
課
税
分
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
の
実
態
も
詳
し
く
議
会
に
報
告
し
て
い
た
だ

担
存
解
消
す
る
た
め
の
措
置
存
講
ず
る
。
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段
の
ほ
う
に
記
載
し
た
と
お
り
で
こ
ざ
い
ま
す
。

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
存
法
律
に
基
づ
い
て
減
免
さ
せ
て
は
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
本
来
地
方
自
治
体
に
入
っ
て
く
る
財
源
と
し
て
、
や
は
り

地
方
自
治
体
の
立
場
で
は
財
源
損
失
の
問
題
と
し
て
、
や
は
り
重
要
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
三
番
目
に
交
付
税
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
四
十
五
年
度
決
算
に
特
別
交
付
税
と
し
て
三
千
三
百
五
十
九
万

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
富
裕
団
体
と
い
う
こ
と
で
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
と
、
こ
の
基
準
財
政
収
入
額
、
基
準
財
政
需
要
額
存
勘
案
し
て

で
す
ね
、
超
過
額
が
多
い
と
こ
ろ
、
ま
た
は
一
億
円
以
下
の
市
は
で
す
ね
、
三
十
一
市
が
富
裕
団
体
と
し
て
除
外
さ
れ
て
お
る
と
い
う

資
料
が
こ
ざ
い
ま
し
た
が
、
い
ま
少
し
、
突
（
込
ん
で
で
す
ね
、
こ
の
財
政
需
要
額
、
収
入
額
ゎ
ど
う
い
う
ふ
う
に
算
出
さ
れ
る
の
か
、

な
ぜ
対
象
に
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
朋
ら
か
に
し
て
い
た
だ
含
た
い
と
思
い
ま
す

L

し

公
害
地
域
の
固
定
資
産
税
の
減
税
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
四
十
五
年
度
の
予
算
提
案
の
説
明
の
中
で
、
土
地
家
屋
に
つ
い
て
は

本
年
度
か
ら
評
価
が
え
に
伴
う
負
担
調
幣
措
置
に
よ
り
増
収
存
見
込
む
と
い
う
こ
と
が
、
市
長
の
提
案
理
由
説
明
の
中
に
ご
ざ
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
公
害
地
域
の
家
屋
の
固
定
資
産
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
か
ら
礎
津
地
区
に
お
い
て
は
三
％
、
国
鉄
線

レ
東
、
海
蔵
川
以
南
、
鈴
鹿
川
ル
北
の
住
宅
に
つ
い
て
二
％
の
損
耗
存
加
算
し
減
税
す
る
方
針
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、

私
、
ま
だ
よ
く
な
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
全
部
見
せ
て
い
た
だ
含
ま
す
と
、
数
字
的
に
ま
だ
よ
く
つ
か
ん
で
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

実
質
滅
税
額
は
区
域
別
に
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
、
資
料
を
提
出
し
て
い
た
だ
苔
た
い
と
思
い
ま
す
し

以
上
、
財
源
の
問
題
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
最
後
に
五
番
目
の
問
題
に
、
歳
出
の
問
題
の
中
で
、
こ
の
決
算
書
の
五
四
ペ
ー
ジ
に
な
り

ま
す
が
、
土
木
費
の
う
ち
港
満
費
支
出
総
額
四
億
一
千
六
百
四
十
一
万
五
千
百
八
十
五
円
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
九
月
議
会
に
お
含
ま

し
て
私
も
こ
の
点
に
つ
い
て
質
問
し
た
ん
で
す
が
、
四
十
五
年
か
ら
五
十
年
に
か
け
て
港
湾
に
対
す
る
支
出
総
額
が
四
十
数
億
円
に
の

ぼ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
十
五
年
度
の
決
算
の
歳
入
の
中
に
地
方
譲
与
税
、
特
別
と
●
譲
与
税
和
み
ま
す
と
一
億
八
千
七

百
三
十
二
万
一
千
百
六
十
六
円
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
に
配
ら
れ
ま
し
た
こ
の
決
算
審
査
の
重
点
と
な
る
事
項
と
い
う

中
に
「
予
算
の
執
行
に
よ
っ
て
期
待
し
た
行
政
効
果
存
ど
の
程
度
確
保
す
る
こ
と
が
で
苔
た
か
」
と
い
う
項
目
が
ご
ざ
い
ま
す
。
四
番

こ
の
質
問
か
ら
閲
連
し
ま
し
て
、
相
当
額
の
納
費
の
支
出
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
見
返
り
と
し
て
で
す
ね
、

の
項
目
で
と
ざ
い
ま
す
が
、

地
方
自
治
体
に
か
え
っ
て
く
る
の
は
で
す
ね
、
そ
の
何
分
の
一
に
し
か
な
ら
な
い
と
、

行
政
の
問
題
と
は
関
係
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
見
解
存
持
っ
て
い
ら
れ
る
の
か
、
ご
回
答
存
い
た
だ
合
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

総
務
部
長
。

〔
総
務
部
長
（
平
井
消
三
君
）
登
壇
〕

0
総
務
部
長
（
平
井
清
三
君
）

一
般
交
付
税
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
苔
ょ
う
議
場
に
参
り
ま
し
た
資
料
と
し
て
こ
ざ
い

全
部
解
消
す
る
ん
だ
と
い
う
計
画
存
立
て
て
実
施
し
て
合
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
い
う
点
か
ら
見
て
で
す
ね
、

こ
れ
は
今
後
、

地
方
団
体
の
超
過
負
担
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
以
前
に
も
こ
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ご
説
明

国
と
し
ま
し
て
も
、
地
方
団
体
の
こ
の
超
過
負
担
の
解
消
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
四
十
三
年
度
に
お
含
ま
し
て
、
今
後
三
ケ
年
に

そ
れ
で
四
十
五
年
度
に
も
、
地
方
財
政
対
策
の
一
っ

と
し
て
、
先
ほ
ど
お
話
の
こ
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
そ
の
、
お
手
許
に
配
布
い
た
し
て
お
り
ま
す
主
要
施
策
実
績
書
の
一
ペ
ー
ジ
の
下

そ
れ
で
、
予
算
的
に
は
ど
ん
な
ぐ
あ
い
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
和
申
し
上
げ
ま
す
と
、
四
十
三
年
度
に
お
含
ま
し
て
は
、

国
は
こ
の
超
過
負
担
の
解
消
の
た
め
に
三
百
二
十
億
、
そ
れ
か
ら
四
十
四
年
に
は
三
十
二
億
、
そ
れ
か
ら
四
十
五
年
に
は
四
百
五
十
三

億
の
解
消
存
計
画
し
て
お
る
の
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
計
画
ど
お
り
全
部
終
わ
（
た
と
い
う
こ
と
や
な
く
て
、
四
十
六
年
度
以
降

に
も
持
ち
越
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
四
十
六
年
度
に
は
、
さ
ら
に
百
九
十
億
の
解
消
存
は
か
っ
て
い
く
よ
う
な
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
、
五
点
に
つ
い
て
質
閥
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
四
番
目
の
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。

七
千
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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大
規
模
償
却
資
産
の
減
免
の
状
況
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
方
法
に
従
い
ま
し
て
減
税
存
い
た
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
い

ま
ち
ょ
っ
と
数
字
存
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
後
ほ
ど
数
字
的
に
資
料
で
提
出
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
亀
気
ガ
ス
税
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
の
非
課
税
分
に
つ
含
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
普
通
徴
収
の
形
で
、
あ
る
特
別
徴
収

も
こ
ざ
い
ま
す
が
、
大
規
模
償
却
資
産
、
特
定
重
要
の
指
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
事
業
の
会
社
に
対
し
ま
し
て
は
普
通
徴
収
で
や
っ
て

お
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
重
複
分
だ
け
申
告
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
資
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後

刻
調
査
存
し
て
ご
報
告
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
た
、
土
地
家
屋
の
公
害
地
域
の
資
料
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
ま
の
ご
質
問
の
中
に
ご
ざ
い
ま
し
た
三
滝
川
か
ら
の
数
字
的
に

二
割
、
三
割
の
問
題
が
こ
ざ
い
ま
す
が
、
数
字
に
つ
き
ま
し
て
も
、
後
ほ
ど
こ
報
告
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
税
務
部
長
（
荒
木
三
郎
君
）

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

〔
税
務
部
長
（
荒
木
三
郎
君
）
登
壇
〕

束
関
係
と
い
う
も
の
は
而
接
に
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

と
ん
譲
与
税
と
港
薦
費
に
つ
い
て
の
主
要
経
費
の
間
に
は
直
接
の
関
係
は
な
い
ん
で
こ
さ
い
ま
し
て
、
港
満
修
築
は
い
わ
ば
一
種
の

先
行
投
資
の
よ
う
な
も
の
て
ご
ざ
い
ま
す
し
、
修
築
か
終
わ
り
ま
し
た
後
は
、
こ
う
い
（
た
港
湾
の
修
築
費
が
不
要
に
な
り
ま
し
て
も
、

と
ん
譲
与
税
は
外
航
附
の
入
愉
に
応
じ
て
入
っ
て
く
る
わ
け
で
こ
さ
い
ま
す
し
し
た
が
い
ま
し
て
、
修
築
貨
と
、
と
ん
譲
与
税
と
の
因

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

税
務
部
長
。

C
助
役
（
岩
野
見
斉
君
）

と
ん
譲
与
税
と
危
液
費
の
関
係
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す

C

盆
5

役
（
岩
野
見
斉
君
）
登
壇
〕

(
)
議
長
（
日
比
義
平
君
）

岩
野
助
役

い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
な
例
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
た
と
え
ば
文
教
施
設
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
構
造
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
存
補
助
単
価
と
し
て
四
十
四
年
に
は
二
万
九
千
円
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
平
米
当
た
り
で
す
。
二
万
九
千

円
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
四
十
五
年
に
は
三
万
一
千
三
百
円
に
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
公
営
任
宅
の
関
係
で
、
中
層
の
耐
火
構
造
存
申
し
上
げ
ま
す
と
、

ざ
い
ま
し
た
が
、
四
十
五
年
度
に
は
四
十
六
平
米
百
三
十
五
万
と
、
こ
の
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
民
生
関
係
に
は
施
設
も
土
地
も
こ
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
保
育
所
存
例
に
と
り
ま
す
と
、
四
十
四
年
は
一
年
当
た
り
の

保
育
単
価
が
四
千
百
七
十
一
円
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
四
十
五
年
に
は
五
千
百
七
円
に
し
て
お
り
ま
す
。
で
、
国
民
年
金
の
例
で
申
し

一
人
当
た
り
四
十
四
年
三
百
三
十
一
円
が
四
十
五
年
に
は
三
百
九
十
一
円
、
そ
れ
か
ら
福
祉
年
金

の
関
係
で
は
四
十
四
年
百
十
九
円
が
四
十
五
年
に
は
百
四
十
円
に
し
て
お
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
の
事
務
費
の
場
合
で
は
、
四
十
四

年
が
三
百
九
十
六
円
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
四
十
五
年
に
は
四
百
六
十
八
円
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
こ
う
い
っ
た
も
の
存
全
体

存
四
日
市
市
の
場
合
見
て
み
ま
す
と
、

は
二
億
―
―
千
五
百
万
程
度
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
と
い
い
ま
す
の
は
、
や
は
り
事
業
等
の
関
係
が
こ
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う

に
国
の
ほ
う
で
措
誼
い
た
し
ま
し
て
も
実
際
の
負
担
額
と
し
ま
し
て
は
、
四
十
四
年
、
四
十
五
年
に
な
っ
た
場
合
で
も
約
五
千
万
ほ
ど

増
加
し
て
お
る
と
、

こ
う
い
う
よ
う
な
状
況
で
こ
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
市
と
し
て
は
、
こ
の
解
消
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
措
置
存
し
た

か
と
い
う
こ
と
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
単
独
の
問
題
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
全
国
市
長
会
の
組
織
存
通

じ
ま
し
て
、
国
の
ほ
う
に
早
く
解
消
し
て
い
た
だ
く
よ
う
繰
り
返
し
要
求
存
続
け
る
と
い
う
、
こ
う
い
う
よ
う
な
状
況
で
こ
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
三
点
目
の
地
方
交
付
税
の
算
定
の
問
題
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、

上
げ
ま
す
と
、
拠
出
年
金
の
場
合
、

こ
の
お
手
許
に
差
し
上
げ
て
ま
す
主
要
施
策
実
績
書
の
八

ペ
ー
＂
ン
に
、
四
十
五
年
度
に
お
き
ま
す
基
準
財
政
需
要
額
と
基
準
財
政
収
入
額
の
比
較
表
存
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
算
定
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
方
交
付
税
法
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
き
ま
す
政
令
等
に
よ
り
ま
し
て
算
出
す
る
の
で
、
市
が
、
何
と
い
い
ま
す
か
恣
意
的

に
数
字
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
す
べ
て
客
観
的
な
基
礎
数
字
を
使
っ
て
規
則
に
従
っ
て
算
定
す
る
と
、

こ
う

一
般
会
計
で
は
四
十
四
年
に
は
一
億
七
千
六
百
万
円
程
度
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
四
十
五
年
度
に

一
種
の
場
合
は
四
十
三
平
米
で
百
十
五
万
八
千
円
で
と
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0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

〔
橋
本
建
治
君
登
壇
〕

0
橋
本
建
治
君

橋
本
建
治
君
。

超
過
負
担
の
問
趣
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ど
う
か
各
項
目
別
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
い
資
料
存
で
す
ね
提
出
願
い

た
と
え
ば
教
育
施
設
、
保
育
、
国
保
、
そ
の
他
住
宅
関
係
が
で
す
ね
、
実
際
に
ど
れ
だ
け
超
過
負
担
に
な
っ
て
お
る
の
か
と
い
う
、

総
額
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
か
。

そ
れ
か
ら
、
超
過
負
担
問
題
ゎ
取
り
上
げ
ま
し
た
の
は
、
他
の
都
市
に
お
き
ま
し
て
も
水
道
事
業
、
独
立
採
算
の
水
道
事
業
で
も
住

民
、
自
治
体
、
議
会
が
一
体
に
な
(
て
、
国
に
要
求
し
て
国
か
ら
金
わ
取
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ヽ
ム
コ
伎
の
方
向

と
し
て
、
政
府
に
対
し
て
の
住
民
わ
含
め
た
住
民
の
立
場
で
の
運
動
と
い
う
こ
と
和
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま

そ
れ
か
ら
、
あ
と
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ど
う
か
早
急
に
で
す
ね
、
資
料
存
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た

以
上
で
す
。

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

〔
伊
藤
信
一
君
登
壇
」

0
伊
藤
信
一
君

伊
藤
信
一
君
゜

四
十
五
年
度
の
決
算
書
存
見
ま
し
て
、
最
初
に
私
の
感
じ
ま
し
た
こ
と
は
、
昨
年
度
も
申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

財
政
の
効
率
的
な
運
用
と
い
う
点
か
ら
な
が
め
ま
し
て
、
総
体
的
に
追
加
予
算
と
残
額
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

昨
年
度
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
岩
野
助
役
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
繰
り
返
し
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
財
政
の
運

営
と
い
う
こ
と
は
、
予
算
と
い
う
ワ
ク
が
あ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
予
算
は
財
源
が
あ
っ
て
初
め
て
編
成

さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

あ
と
で
も
申
し
上
げ
ま
す
が
、
四
十
五
年
度
の
決
算
和
見
て
、

か
考
え
て
み
る
占
ら
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
（
て
お
り
ま
す
。

こ
の
財
源
の
適
確
な
掌
握
と
い
う
点
に
、
何

財
政
の
問
担
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
二
、
三
お
考
え
存
い
た
だ
き
た
い
と
、
少
々
長
く
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
お
許
し
存
願
い
ま
す
。

九
月
の
議
会
で
市
民
ク
ラ
ブ
の
小
林
哲
夫
議
員
存
は
じ
め
と
し
て
中
島
、
出
井
議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
な
お
ま
た
い
ま

橋
本
議
員
か
ら
も
触
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が
、
い
つ
ど
ん
な
形
で
自
治
体
の
財
政
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
か

と
注
意
深
く
私
は
見
守
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
最
初
に
具
体
的
に
あ
ら
わ
れ
て
含
ま
し
た
の
が
、
静
岡
県
の
可
美
村
の
村
民
税
の
引
き

き
ょ
う
の
朝
日
新
批
に
も
載
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
可
美
村
は
山
口
県
の
和
木
村
と
並
ん
で
日
本
で
有
名
な
村
で
あ
る
こ
と
は

と
承
知
の
と
お
り
で
こ
ざ
い
ま
す
。
和
木
村
は
日
本
一
の
裕
福
な
村
で
、
そ
の
村
に
三
井
石
油
化
学
、
日
本
飼
料
、
東
亜
石
油
と
い
う

大
企
業
が
三
つ
も
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
村
の
す
み
ず
み
ま
で
舗
装
が
い
た
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
村
も
新
庁
舎
が
で
き
て
、

新
し
く
コ
ン
。
ヒ
ュ
ー
タ
ー
が
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
村
で
あ
り
な
が
ら
コ
ン
。
ヒ
ュ
ー
タ
ー
存
持
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
全
国
で
、

こ
こ
だ
け
が
村
で
―
つ
の
都
市
計
画
わ
持
っ
て
お
り
ま
し
て
、
公
共
下
水
道
が
五
十
一
年
度
に
は
一

0
0
~
達
成
さ
れ

ま
す
。
小
、
中
学
生
の
給
食
は
全
部
た
だ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
財
政
指
数
三
・
四
五
と
い
う
日
本
一
で
こ
ざ
い
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
う
い
う

こ
と
存
私
か
申
し
上
げ
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
次
の
問
題
に
関
連
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
申
し
上
げ
て
お
る
わ

け
で
こ
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
人
口
が
一
万
一
千
く
ら
い

で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
村
内
に
鈴
木
自
動
車
あ
る
い
は
遠
州
製
作
所
な
ど
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
し
て
日
本
一
安
い
村
民
税

存
か
け
て
お
る
わ
け
で
こ
ざ
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

上
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。

す。 た
い
と
思
い
ま
す
。

で
、
こ
の
村
と
並
ん
で
可
美
村
は
税
金
の
安
い
の
が
日
本
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
が
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
っ
て
、
四
十
五
年
度
に
一
億
四
千
三
百
万
の
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際
に
三
十
七
年
四
月
、
五
月
で
こ
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
次
ぐ
大
き
な
数
字
に
な
る
と
い
う
こ
と
ん
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
底

す
の
で
、

こ
れ
ら
の
見
通
し
な

h
、
四
日
市
の
財
政
へ
の
影
帯
な
り
、
そ
う
い
(
た
点
に
つ
い
て
ヽ
九
月
議
会
に
こ
答
弁
在
ぃ
た
だ
き

そ
の
他
の
施
設
の
近
代
化
和
は
か
る
た
め
に
、
四
日
市
で
は
大
体
大
ざ
っ
ぱ
な
計
算
で
今
後
百
五
十
億
ぐ
ら

い
か
か
る
と
い
わ
れ
て
お

h

ま
す
。
現
在
の
よ
う
に
、
毎
年
七
億
円
ず
つ
か
け
て
ま
い
り
ま
し
て
も
二
十
何
年
か
か
る
わ
け
で
こ
ざ
い

・
ミ
ニ
マ
ム
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
こ
れ
ら
の
問

ま
す
。
教
酋
の
椴
会
均
等
と
い
う
そ
う
い
う
こ
と
ば
を
持
ち
出
さ
な
く
て
も
シ
ビ
ル

苔
‘
早
期
に
解
決
し
て
い
か
ね
は
な
ら
ぬ
閻
題
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
恒
常
的
な
予
算
の
範
囲
で
の
解
決
は
検
討
も
つ
か
な
い
話

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
、
横
浜
市
の
よ
う
に
財
団
法
人
・
学
校
建
設
公
社
存
設
樹
し
て
問
題
の
解
決
在
は
か
る
の
も
―
つ
の
方
法
で

あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
あ
る
い
は
ま
た
、
直
接
増
改
築
の
原
因
と
な
っ
て
お
る
社
会
増
だ
け
和
切
り
離
し
て
、
開
発
工
事
の
主
体
者
で

ご
、
て
、
何
年
か
の
う
ち
に
乙
れ
和
市
が
買
い
取
る
。
何
と
か

あ
る
と
こ
ろ
の
公
団
、
公
社
と
交
渉
し
て
別
途
で
校
舎
存
建
て
て
い
た
↑
し

し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
大
き
い
仕
事
ん
財
源
も
な
い
の
で
と
う
て
い
市
民
の
強
い
要
望
に
こ
た
え
て
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
こ
ざ
い

ま
す
。
先
ほ
ど
橋
本
議
貝
か
ら
も
、
お
話
が
あ
っ
た
と
お
り
で
こ
ざ
い
ま
す
。

水
立
。

ま
た
、
今
回
臨
時
会
に
提
案
し
て
い
た
だ
含
ま
し
た
。
朝
明
都
市
下
水
路
の
た
め
の
追
加
予
算
の
内
容
は
、
市
長
の
ィ
土
漆
企
茫
つ
い

て
の
あ
た
た
か
い
し
か
も
限
度
一
ぱ
い
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

も
ま
た
三
た
び
浸
水
に
泣
か
さ
れ
、
そ
し
て
昨
年
は
人
災
に
よ
っ
て
浸
水
騒
苔
存
起
こ
し
た
と
。

い
う
こ
と
で
、
ど
ん
な
に
金
が
か
か
（
て
も
ど
ん
な
に
む
づ
か
し
い
仕
事
で
も
、
す
ぐ
処
理
し
て
二
度
と
こ
う
い
う
こ
と
和
繰
り
返
し

て
も
ら
「
て
は
困
る
。
そ
れ
が
政
治
で
あ
る
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
な
い
い
方
で
抗
議
存
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
か
し
、

ど
ん
な
に
抗
議
存
さ
れ
ま
し
て
も
財
源
が
な
く
て
は
ど
う
も
い
た
し
よ
う
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

誓
、
二
つ
の
具
体
的
な
閥
題
に
つ
い
て
例
と
し
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
後
、
生
活
優
先
あ
る
い
は
福
祉
増
進
、
そ
う
い
う
市

民
意
識
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
こ
う
し
た
開
組
が
各
部
、
各
課
に
起
こ
(
て

V
る
の
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
と
思
い
ま
す
o

し
か
し
、
ど
ん
な

に
要
望
さ
れ
ま
し
て
も
、
先
ほ
ど
も
話
の
あ
り
ま
し
た
自
主
財
源
の
限
ら
れ
た
市
町
村
で
は
、
き
わ
め
て
深
刻
な
問
題
が
起
こ
っ
て
く

次
に
、
学
校
の
校
舎
、

一
点
で
こ
ざ
い
ま
す
。

ま
し
た
け
ど
も
、

こ
の
時
点
に
お
い
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
こ
れ
存
な
が
め
て
お
ら
れ
る
か
、

わ
れ
わ
れ
も
無
関
心
で
お
る
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
が
、

却
れ
ぬ
不
況
の
中
へ
落
ち
込
ん
で
い
く
経
済
界
の
市
財
政
へ
の
影
皆
、

た
そ
う
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、

四
十
七
年
度
、

し
か
し
な
が
ら
、
私
の
地
区
で
は
‘
[
こ
と
し

こ
れ
で
は
も
う
黙
っ
て
お
れ
な
い
と

こ
れ
み
お
伺
い
い
た
し
た
い
し

こ
れ
が
第

四
十
八
年
度
の
予
算
編
成
に
大
き
く
審
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
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こ
れ
ま
た
き
び
し
く
耕
い
て
く
る
も
の
と
推
慨
さ
れ
る
だ
け
に
、

そ
の
中
で
減
配
六
十
九
社
、
無
配
十
四
社
、
過
去
の
配
当
は
岩
戸
景
気
の
反
動
で
起
こ
り
ま
し
た
不
況
の

と
、
朱
京
証
券
株
式
所
の
第
一
部
に
上
呈
さ
れ
て
お
り
ま
す
九
月
決
算
会
社
の
う
ち
、
八
日
ま
で
に
大
体
八
五
％
が
発
表
ゎ
終
わ
っ

と
い
1
-

）
と
か
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
み
裏
書
き
す
る
か
の
よ
う
に
、
産
業
界
の
九
月
決
算
の
様
子
ん
見
て
ま
い
り
ま

咬
肘
て
も
、
来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
、

財
政
法
の
特
例
存
設
け
て
経
常
的
な
支
出
存
ま
か
な
う
た
め
に
赤
字
国
債
み
発
行
す
る

い
う
こ
と
は
予
想
さ
れ
ま
す
。

本
年
度
は
一
千
二
百
七
十
万
何
が
し
で
こ
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

四
十
六
年
度
に
は
お
そ
ら
く
五
倍
に
も
六
倍
に
も
の
ぼ
る
だ
ろ
う
と

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
火
の
車
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す

3

四
日
市
の
赤
字
に
お
き
ま
し
て
も
、

い
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
千
二
百
七
十
万
何
が
し
の
赤
字
報
告
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
不
況
で
伸
び
ぬ
税
収
の
た
め
に
、
地
方
財
政
は

で
こ
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
単
年
度
の
決
算
で
は
二
十
八
都
道
府
県
が
赤
字
決
算
わ
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

四
日
市
も
ご
報
告
い
た
だ

そ
れ
か
ら
、
都
道
府
県
の
決
算
概
要
が
自
治
省
に
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

う
な
こ
と
が

そ
れ
存
見
ま
す
と
、
実
質
の
収
支
赤
字
は
束
京
都
だ
け

法
人
税
が
入
っ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
と
し
は
約
七
千
九
百
万
と
半
減
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
あ
わ
て
て
村
民

税
の
引
き
上
げ
の
検
討
や
ら
あ
る
い
は
税
外
負
担
も
や
む
存
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
て
ん
や
わ
ん
や
わ
や
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
存
聞

い
て
お
り
ま
す
。
な
お
ま
た
、
場
合
に
よ
れ
ば
浜
松
市
と
合
併
と
い
う
問
題
も
起
こ
っ
て
お
る
そ
う
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
よ

一
応
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
署
と
し
て
可
美
村
に
ま
ず
あ
ら
わ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

-20-



き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
。

私
の
調
査
で
ぱ
、

お
伺
い
い
た
し
た
い
と
思
う
ん
で
こ
ざ
い
ま
す
。

―
つ
の
市
と
い
う
行
政
ゎ
め
ぐ
っ
て
多
柚

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
ま
し
て
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
癌
で
、
こ
の
自
主
財
源
の
確
保
に
悪
い
影
器
が
膨
い
て
は
、
さ
ら

そ
こ
で
、
問
題
と
し
て
お
伺
い
い
た
し
た
い
の
は
、
ど
ん
な
行
政
も
市
町
村
に
優
先
し
て
や
ら
せ
よ
、
そ
の
こ
と
が
地
方
自
治
ゎ
育

て
民
主
主
義
の
基
盤
わ
っ
く
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
理
想
に
貫
か
れ
た
シ
ャ
ー
プ
勧
告
に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
こ
の
住
民
税
と
固
定

資
産
税
在
、
市
町
村
税
の
市
町
村
の
財
源
の
二
本
の
柱
と
し
て
税
制
存
き
め
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
税
制
に
つ
い
て
も
、
い

ま
ゃ
―
つ
の
検
討
ん
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
お
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
国
と
地
方
と
の
税
面
分
や
、

あ
る
い
は
そ
の
面
分
方
法
や
、
あ
る
い
は
国
庫
補
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
再
検
討
の
時
期
が
来
て
お
る
と
思
う
の
で
こ
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
が
い
つ
も
考
え
て
い
る
原
油
税
、
四
十
五
年
の
四
日
市
の
関
税
存
納
め
た
百
二
億
、
こ
の
何
形
か
和
市
に
還
元
し

て
く
れ
た
な
ら
ば
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
い
つ
も
話
し
合
っ
て
お
る
こ
と
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
国
の
問
題
、
地
方
税
の
問

題
、
あ
る
い
は
い
ま
申
し
上
げ
ま
し
た
原
油
税
の
問
題
、
そ
う
い
っ
た
も
の
存

一
際
ひ
（
く
る
め
て
一
っ
税
務
部
長
さ
ん
の
お
考
え
存

さ
ら
に
、
こ
の
税
制
な
り
、
あ
る
い
は
国
と
地
方
の
配
分
な
り
、
あ
る
い
は
国
庫
補
助
な
り
、
問
題
は
別
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市

の
財
政
問
題
あ
る
い
は
財
源
問
題
、
相
当
深
刻
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
財
源
の
確
保
あ
る
い
は
財
源
の
開
発
や
補

助
の
獲
得
な
ど
の
た
め
に
新
し
い
部
署
ん
つ
く
っ
て
市
の
機
構
に
新
し
く
こ
れ
存
加
え
、
そ
し
て
こ
れ
存
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
理
事
者
側
は
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
お
伺
い
い
た
し
た
い

C

次
に
、
昨
年
の
決
算
の
際
に
負
担
命
と
補
助
金
の
一
覧
表
の
提
出
存
求
め
ま
し
た
が
、
何
か
む
ず
か
し
い
と
い
っ
て
断
わ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
、

こ
ま
か
い
こ
と
ぱ
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
私
は
簡
単
に
四
十
五
年
度
の
予
算
か
ら
拾
い
出
し
て
み
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

あ
と
で
調
べ
て
み
ま
す
と
、
補
助
金
で
も
分
担
金
で
も
決
算
の
こ
と
が
抜
け
て
お

h
ま
す
の
で
、
若
干
狂
い
が
あ
h
ま
す
け
れ
ど
も
、

一
般
会
計
で
負
担
金
は
百
六
十
件
、
合
額
で
四
億
九
千
七
百
十
九
万
四
千
円
c

こ
の
中
で
先
ほ
ど
話
の
あ
り
ま
し
た

港
管
理
組
合
の
負
担
金
予
算
で
は
三
億
五
千
六
十
九
万
五
千
円
、
決
算
で
は
四
億
一
千
六
百
四
十
二
万
と
な
（
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

港
分
わ
差
し
引
含
ま
す
と
一
億
四
千
六
百
四
十
九
万
円
が
市
閑
係
と
い
う
こ
と
に
な
h
ま
す
。
特
別
会
計
閑
係
で
は
二
十
一
件
三
百
二こ

、
で

丸
樗

+
＼
万
、
補
助
金
で
は
一
般
会
計
で
百
八
件
六
千
百
五
十
五
万
八
千
円
、
特
別
会
計
で
七
件
一
千
六
百
九
十
九
万
五
千
円
、
つ

ば
債
‘
費

交
素iゎ

調
べ
て
み
ま
し
た
が
、
一
般
会
計
で
千
八
百
七
十
万
九
千
円
、
特
別
会
計
で
七
百
十
一
万
円
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る

と
い
う
も
の
か
、
き
わ
め
て
少
な
く
て
、
こ
れ
で
四
日
市
の
体
面
が
保
っ
て
い
け
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
存
思
っ
た
の
で
こ
ざ
い

ま
す
が
、
な
ぜ
、
私
が
こ
こ
で
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
存
申
し
上
げ
る
か
と
申
し
ま
す
と
、

多
様
の
組
織
が
禍
巻
い
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
が
ど
ん
な
形
で
動
い
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
ん
実
態
存
見
た
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
行
政
の
円
滑
な
推
進
の
た
め
に
は
あ
(
た
ほ
う
が
ぃ
い
も
の
が
多
い
ん
で
こ
ざ
ぃ
ま
す
け
れ
ど
も
ヽ
な
ぜ
そ
ぅ
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
か
と
い
う
、
こ
う
い
っ
た
疑
問
も
あ
る
も
の
も
C
ざ
い
ま
す
。
ま
た
補
助
金
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
和
国
の
行
政
か
ら
市
の

行
政
へ
移
行
し
て
い
く
べ
き
問
題
も
そ
う
い
っ
た
性
格
ゎ
持
っ
た
関
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
は
こ
う
い
う
こ
と
存
申
し
上
げ

て
い
る
の
で
こ
ざ
い
ま
す
。
ま
)
麻
心
費
と
い
う
項
目
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
も
、
い
ま
少
し
く
検
討
し
て
ほ
し
い
と
思
ァ
つ
の
で
ご
ざ

こ
ま
か
い
点
に
つ
き
ま
し
て
は
特
別
委
員
会
で
審
議
し
て
い
た
だ
含
ま
す
の
で
、
私
は
詳
し
い
こ
と
は
省
略
い
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

た
い
へ
ん
長
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
こ
と
は
が
出
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
も
う
い
ま
し
ば
ら
く
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
い
た
だ

つ
い
で
に
、
財
源
の
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
も
う
一
っ
考
え
て
い
た
だ
苔
た
い
こ
と
和
申
し
上
げ
ま
す
。

批
判
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
も
、
競
輪
の
収
入
が
約
六
億
一
千
万
円
で
あ
り
ま
す
。
前
年
度
の
繰
越
合
存
加
え
て
で
こ
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
。

に
深
刻
さ
存
増
し
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

と
に
か
く
い
ろ
い
ろ

ま
た
、
先
ほ
ど
出
ま
し
た
と
ん
譲
与
税
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
港
が
あ
る
か
ら
と
い
わ
れ
ま
し
て
も
一
憶
八
千
七
百
万
で
ご
ざ

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
た
ば
こ
の
消
費
税
が
三
億
五
千
四
百
五
十
一
億
円
ご
ざ
い
ま
す
。
非
常
に
ば
か
に
な
ら
な
い
税
収
入
で
こ
ざ
い
ま
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う
も
の
は
非
常
に
暗
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
に
考
え
ま
す
。

一
応
貿
易
と
い
う
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、

ま
す
。

す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
松
戸
市
の
「
す
ぐ
や
る
課
」
と
か
、
あ
る
い
は
「
松
戸
市
す
ぐ
や
る
課
」
と
い
う
よ
う
な
本
が
出
て
お

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ゎ
｀
開
い
て
見
ま
し
て
も
、
そ
の
中
に
、
若
干
市
の
出
張
所
の
よ
う
な
も
の
ゎ
駅
前
に
置
い
て
お
い
た
と
、
そ

れ
が
た
ば
こ
屋
さ
ん
だ
。
そ
れ
が
た
め
に
一
億
円
の
増
収
に
な
っ
た
こ
と
も
書
い
て
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
青
森
県
の
平
館
と
申
し
ま
す

か
平
館
村
、
非
常
に
過
疎
の
村
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
八
百
人
余
り
出
か
せ
ぎ
に
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
八
百
人
に
対
し

て
村
か
ら
た
ば
こ
存
送
っ
た
。

ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
三
十
万
円
の
補
助
ん
小
売
店
に
与
え
て
、
そ
し
て
三
億
五
千
四
百
五
十
一
万
入
っ
て
く
る
。

芸
の
な
い
話
で
こ
ざ
い
ま
す
の
で
、
や
は
h
、
こ
れ
は
も
う
少
し
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
わ
い
た
し
ま
し
て
、
四
日
市
で
だ
ば
こ
は
買
う
も

の
だ
と
い
う

P
R
存
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
思
ぅ
ん
で
と
ざ
い
ま
す
。

以
上
、
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
薯
が
市
の
財
政
に
ど
う
薯
い
て
く
る
か
、
あ
る
い
は
財
源
の
適
確
な
使
用
価
値
は
財
源
発
見
、
調
査
‘

検
討
、
情
報
の
収
集
、
も
っ
と
活
動
内
容
存
広
く
す
る
た
め
の
機
構
の
変
更
と
か
、
あ
る
い
は
充
実
と
か
い
う
問
題
、
そ
れ
か
ら
補
助

な
如
？

金
、
負
担
金
、
瓜
盆

H
芦
に
つ
い
て
の
お
考
え
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
伺
い
い
た
し
た
い
。
な
お
、
た
ば
こ
消
費
税
の

P
R
に
つ
い
て
も
お

以
上
、
非
常
に
長
く
な
h
ま
し
た
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
だ
し
ま
す
。

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

〔
市
長
（
九
鬼
醤
久
男
君
）
登
壇
，
]

0
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）

四
十
五
年
度
の
、

に
つ
い
て
考
え
て
お
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
お
考
え
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
九
月
の
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
四
十
五
年
以
降
四

上
六
年
七
月
と
ろ
ま
で
の
不
況
の
実
態
等
に
つ
含
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
申
し
上
げ
ま
し
た

C

ま
た
、
現
在
の
と
か
く
の
こ
と
が
い
わ
れ
て
、

さ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
た
コ
ナ
リ
ー
長
官
と
大
蔵
当
局
が
現
在
交
渉
中
の
よ
う
な
円
の
切
り
上
げ
の
時
点
の
問
題
も
ま
だ
定
っ
て
お

h
ま
せ
ん
の
で
、
私
は
日
本
経
済
の
祝
在
の
実
態
の
つ
か
み
方
と
い
う
の
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
に
思
い

ま
す
。

こ
と
に
日
本
の
経
済
の
和
殊
性
と
申
し
ま
す
か
、
原
和
と
い
う
も
の
か
ほ
と

A
ど
国
内
に
な
く
て
、
繊
維
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

石
油
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
製
鉄
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

品
ゎ
・
輸
出
す
る
と
い
う
よ
う
な
特
殊
な
関
係
に
こ
ざ
い
ま
す
。

は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
場
合
に
、
そ
し
て
、
ま
た
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
共
同
体
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
の
独
立

ブ
ロ
ッ
ク
化
と
い
う
よ
う
な
、
世
界
に
非
常
に
こ
の
日
本
存
締
め
出
す
よ
う
な
情
勢
下
和
考
え
ま
す
と
き
に
、
輸
出
産
業
の
将
来
と
い

う
と
思
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば
化
学
、
特
に
石
油
化
学
の
実
態
、
あ
る
い
は
繊
維
、
こ
れ
も
羊
毛
、
綿
毛
、
あ
る
い
は
綿
糸
紡
等
に
よ

っ
て
も
相
違
か
あ
り
ま
す
し
、
陶
器
産
業
、
あ
る
い
は
食
料
品
、
ガ
ラ
ス
、
電
気
、
機
械
と
い
L

つ
よ
う
な
当
市
に
お
け
る
立
地
し
て
お

る
と
こ
ろ
の
産
業
、
そ
れ
そ
れ
考
え
ま
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
や
っ
ば
り
む
ず
か
し
い
将
一
来
と
い
う
も
の
が
か
か
(
て

vる
ん
じ
や
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

ヽ
ヽ
こ
し
こ
、
。

し
し

f

f

し

司ム

し
た
が
っ
て
、

こ
の
各
産
業
別
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
相
違
が
あ
ろ

そ
う
し
て
送
り
賃
四
万
円
ん
出
し
て
も
二
十
万
円
の
収
入
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
出
て
お
り

こ
れ
で
は
非
常
に

お
答
え
わ
申
し
上
げ
ま
す
。
私
の
説
明
漏
れ
の
と
こ
ろ
は
担
当
部
長
か
ら
お
答
え
存
さ
し
て
い
た
だ
き

こ
の
決
算
議
会
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
四
十
五
年
の
こ
の
決
算
か
ら
見
て
、
将
来
ど
う
い
う
よ
う
な
財
源
の
掌
握

刻
な
事
態
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

市
長
。

一
定
の
テ
イ
ス
カ
ウ
ン
ト
で
円
が
切
h
上
げ
た
よ
う
な
形
で
取
引
は
さ
れ
て
お
る
よ

A

つ
で
こ

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
す
べ
て
原
料
は
海
外
か
ら
買
っ
て
袈

し
た
が
っ
て
、
も
し
も
こ
の
輸
出
が
で
き
な
か
っ
た
ら
、
日
本
の
経
済

こ
と
に
石
油
化
学
に
お
き
ま
し
て
は
、
四
十
九
年
ま
で
設
備
投
下
に
つ
含
ま
し
て
は
休
賊
存
す
る
と
い
う
よ
う
な
深

し
た
が
っ
て
、
先
こ
ろ
も
あ
る
町
の
町
長
さ
ん
に
伺
い
ま
す
と
、
そ
の
会
社
の
税
金
が
四
十
四

年
ま
で
は
大
体
五
千
万
円
あ
っ
た
そ
う
で
こ
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
四
十
六
年
度
は
大
体
千
二
百
万
円
に
激
減
存
す
る
と
い
う
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
産
業
が
、
も
し
も
そ
の
目
治
体
に
ご
ざ
い
ま
す
と
非
常

な
税
収
入
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
財
政
へ
の
影
曹
と
い
う
も
の
は
非
常
に
深
刻
な
状
況
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
円
の
切
り
上
げ
の
実
態
と
い
う
も
の
が
、
ま
だ
フ
ロ
ー
テ
イ
ン
グ
の
よ
う
な
状
態
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
合
わ
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指
が
黄
色
く
な
る
ほ
ど
や
（
ぱ
り
吸
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

吸
う
な
と
い
う
の
が
、
現
在
の
や
っ
ば
り

そ
れ
だ
け
市
町
村
が
潤
う
と
い
う
こ
と
で
こ
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

―
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
で
こ
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

た
ば
こ
消
費
税
の

P

R
の
問
題
で
こ
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
、

あ
る

そ
う
ば
か
り
と
は
い
え
ま
せ
ん
の
で
、

い
つ
も
た
ば
こ
商
組
合
の
大
会
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、

そ
の
た

め
て
不
安
定
で
あ
る
と
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が
一
五
形
切

h
上
げ
に
な
る
の
か
あ
る
い
は
―
二
彩
切
り
上
げ
に
な
る
の
か
に
よ
っ
て

は
、
こ
の
貿
易
の
状
況
と
い
う
も
の
は
非
常
に
変
わ
っ
て
く
ろ
と
。
し
か
も
日
本
は
、

成
り
立
た
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
み
考
え
ま
し
た
と
き
に
、
私
は
容
易
な
ら
ぬ
事
態
だ
と
い
う
こ
と
み
九
月
の
議
会
で
も
申
し
上
げ
た

と
お
り
で
こ
ざ
い
ま
し
て
、
健
全
財
政
わ
維
持
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
大
切
な
こ
と
で
は
あ
る
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
ぎ
ば
り
、
そ
の
税
制
に
匹
敵
し
た
と
こ
ろ
の
弾
力
性
と
い
う
も
の
を
持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
債
務
角
担
行
為
み
や
っ
て
で
も
、
や
っ
ば

h
こ
の
現
在
の
時
点
ゎ
切
り
抜
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ

な
問
題
で
と
ざ
い
ま
す
。
た
だ
い
ま
税
制
審
議
会
等
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
と
地
方
と
の
税
配
分
等
に
つ
き
ま
し
て
も
い
ろ
い
ろ
審
議

か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
も
と
よ
り
再
検
討
の
時
期
に
あ
る
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
現
在
の
時
点
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
も
な
か
な

か
財
賓
は
離
し
た
が
ら
な
い
と
、
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
従
来
国
税
三
税
の
三
二
免
が
地
方
交
付
税
の
財
源
に
な
っ
て
お
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
こ
の
三
二
％
の
つ
か
み
方
自
身
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
大
蔵
省
は
さ
ら
に
こ
れ
わ
削
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
が
あ
り

:

J

。
も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
は
わ
れ
わ
れ
自
治
省
存
十
分
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
み
い
た
し
ま
し
て
、
財
源
の
確
保
に
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
住
民
税
あ
る
い
は
固
定
資
産
税
と
い
う
も
の
が
、
簡
単
に
そ
う
税
制
改
正
で
変
わ
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
や
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
や
は
り
国
と
い
た
し
ま
し
て
も
相
当
真
剣
に
考

え
て
く
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
超
で
あ
る
と
、
さ
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

自
主
財
源
あ
る
い
は
市
税
収
入
の
収
入
額
に
占
め
る
比
率
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

五
年
度
四
日
市
歳
入
歳
出
決
算
審
査
意
見
書
等
に
い
ろ
い
ろ
数
字
が
出
て
お

h
ま
す
の
で
、
と
ら
ん
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
自
主
財
源
と
い
う
も
の
が
、
で
き
る
限
h
、
現
在
四
十
五
年
度
で
は
約
七
九
％
の
自

主
財
源
存
持
っ
て
お
り
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
自
主
財
源
と
い
う
も
の
の
率
は
減
ら
な
い
よ
う
な
努
力
和
い
た
し
た
い
と
。

に
は
ど
の
よ
う
に
財
源
存
確
保
し
獲
得
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
こ
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
非
常
に
消
極
的
な
方
法
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
や
は

h
合
理
化
を
し
む
だ
存
排
す
る
と
い
う
一

つ
の
方
法
と
、
と
指
摘
の
よ
う
な
税
源
存
確
保
し
て
い
く
と
。
税
源
ゎ
ど
の
よ
う

に
確
保
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
考
え
方
も
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
固
定
資
産
税

を
増
加
し
て
い
く
と
い
う
方
法
も
あ
h
ま
し
ょ
う
し
、
そ
の
他
競
輪
収
入
を
は
か
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
方
法
も
こ
ざ
い
ま
す
が
、

こ
れ
と
い
う
き
め
手
に
な
る
よ
う
な
税
源
確
保
の
問
題
、
主
税
と
い
う
も
の
は
一
地
方
自
治
体
に
は
こ
ざ
い
ま
せ
ん
。

県
な
ら
ば
観
光
を
開
発
す
る
と
か
い
ろ
い
ろ
な
方
法
も
こ
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
市
税
の
場
合
に
は
、

資
産
税
が
主
た
る
も
の
で
こ
ざ
い
ま
す
の
で
、
や
っ
ぱ
り
こ
の
二
点
の
面
で
い
ろ
い
ろ
努
力
ん
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

交
咤

K
尤
懸
費
の
問
題
に
つ
含
ま
し
て
は
、

こ
の
財
政
の
実
態
に
応
じ
て
よ
く
考
え
て
い
き
た
い
と
、
さ
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

た
ば
こ
消
費
税
の
問
題
で
こ
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
ろ
い
ろ
、

こ
の
貿
易
の
輸
出
と
い
う
も
の
な
し
に
は
国
が

こ
の
お
手
元
に
と
ざ
い
ま
す
と
こ
ろ
の
昭
和
四
十

そ
の
た
め

し
た
が
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
地
方
任
民
税
と
固
定

こ
の
ご
指
摘
の
よ
う
な
市
町
村
の
場
合
に
は
で
す
ね
、
十
年
ぐ
ら

い
前
ま
で
は
四
、
五
万
の
人
口
で
あ
っ
た
の
が
、
急
激
に
二
十
五
万
ぐ
ら
い
の
人
口
に
ふ
く
れ
上
が
っ
た
市
、
あ
る
い
は
急
激
に
人
口

が
減
っ
た
過
疎
村
と
な
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
の
や
り
方
と
い
う
も
の
は
、
私
は
そ
れ
は
や
り
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
通
常

の
状
態
に
お
き
ま
し
て
は
、
そ
ん
な
極
端
な
私
は
あ
り
方
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

び
に
私
は
出
席
を
い
た
し
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
お
礼
な
申
し
上
げ
、
お
顧
い
も
い
た
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
た
、
こ
れ
は
健
康

の
面
か
ら
い
う
と
、
た
ば
こ
は
有
害
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
ん
‘
表
示
せ
よ
と
い
う
よ
う
な
実
態
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

た
ば
こ
存

こ
の
税
制
の
組
綿
の
問
穎
も
と
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
一
税
務
部
長
、

う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

―
市
長
が
お
答
え
で
含
る
こ
と
が
で
き
な
い
く
ら
い
大
き
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ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
こ
の
こ
と
ば
左
非
常
に
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

生
じ
て
い
ろ
と
い
う
こ
と
で
す
。

じ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、

で
、
特
別
会
計
に
お
含
ま
し
て
は
、

こ
の
節
減
と
い
う
考
え
方
か
ら
事
業
が

こ
れ
は
こ
の
支
出
節
減
と
い
う
こ
と
で
こ
こ
に
述
べ

西
浦
の
土
地
区
画
整
理
が
百
五
十
八
万
七
千
七
百
二
十
七
円
の

こ
こ
に
お
け
る
と
こ
ろ
は
一
般
会
計
等
も
、

あ
る
い
は
特
別
企
業
会
計
と
も
不
用
額
在
こ
の
よ
う
に

公
共
下
水
道
会
計
の
各
特
別
会
計
に
お
け
る
支
出
額
節
滅
に
よ
り
、

こ
れ
ら
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
予
定
杉
下
回
っ
た
た
め
生
じ
て

い
ま
す
が
、

「
不
用
額
は
主
に
土
地
区
画
整
理
費
な
ら
び
に
公
共
下
水
道
整
備
費
に
お
い
て
、
1

西
浦
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計
お
よ
び

こ
ざ
い
ま
す
。

が
あ
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
に
な
(

ゎ
、
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

か
と
い
う
こ
と
み
お
尋
ね
し
て
お
苔
た
い
と
思
い
ま
す
。

く
、
実
際
に
駅
前
に
看
板
ん
出
し
て
で
す
ね
、
た
ば
こ
は
こ
の
市
で
買
い
ま
し
ょ
う
と
、
大

東
京
の
近
辺
の
市
が
、
実
際
漫
談
じ
ゃ
な

だ
さ
い
と
い
う
こ
と
在
実
際
書
い
て
あ
ろ
わ
け
で
す
。
東
京
都
の
知
事
に
た
い
へ
ん
お
こ
ら
れ
た
と
し

小
便
は
東
京
都
で
し
て
含
て
く

ヽ

皆
さ
ん
も
よ
そ
へ
ご
旅
行
の
場
合
に
は
、
で
き
ろ
だ
け
四
日
市
で
た
ば
こ
ゎ
‘
買
っ
て
か
ば
ん
に
入
れ

う
話
が
こ
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
‘

こ

ご

、
く

く

、

ご

‘

、

ア

し
う
こ
と
わ
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
答
弁
と
さ
し
て
い

て
い

f
f

ら
し
の
愛
市
の
精
神
ゎ
ひ
と
つ
持
っ
て
し
↑
た
き
た
い
と
、

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

〔
伊
藤
信
一
君
登
壇
〕

0
伊
藤
信
一
君

「
口
比
義
平
君
）

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

大
島
武
雄
君
゜

0
大
島
武
雄
君

て
お
り
ま
す
の
で
、

伊
藤
信
一
君
゜

こ
の
点
に
つ
い
て
こ
説
明
み
お
願
い
し
た
い
と
い
う
の
が
第
二
点
目
で

し
ま
す
の
で
、
市
の
あ
る
部
分
に
お
い
て
、
も
っ
と
財
源
の
問
題
み
検
討
し

に
つ
れ
て
、
や
は

h
財
源
の
問
題
、
非
常
に
大
事
で
ご
ざ
‘

し
ま
す
が
、
市
民
の
要
望
が
高
ま
る

自
分
の
か
す
頭
で
消
化
し
切
れ
な
い
問
題
わ
申
し
上
げ
て
非
常
に
恐
縮
で
ご
ざ
、

こ
ま
か
い
点
に
つ
き
ま
し
て
は
特
別
委
員
会
の
ぇ
う
で
十
分
と
審
議
存
お
顧
い
い
た
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
励
い
い
た
し
ま
し
て
、

9
,
9
.
 

午
後
二
時
四
十
三
分
休
憩

午
後
二
時
五
十
四
分
再
開

市
長
の
提
案
説
明
の
議
案
第
百
十
七
号
の
市
税
の
中
に
お
い
て
、
ま
ず
お
尋
ね
ん
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
中
の
説
明
で
は
、

収
入
未
済
額
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
や
む
わ
得
ず
不
納
欠
損
処
分
に
付
し
た
額
が
五
百
四
十
万
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
何
年
度
ル
も
っ
て
こ
れ
で
打
ち
切
ら
れ
た
の
か
み
お
尋
ね
わ
し
た
い
わ
け
で
す

3

何
年
か
ら
何
年
度
ま
で
の
不
納
欠
損
分
在
し
た

そ
れ
か
ら
、
第
二
点
目
に
つ
含
ま
し
て
は
、

万
六
千
五
百
五
円
の
収
入
滅
と
な
っ
た
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
こ
こ
で
う
た
わ
れ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
、
こ
の
実
績
報
告
書
の

-
0
ペ
ー
ジ
の
予
備
費
の
下
の
部
分
に
「
ま
た
税
外
収
入
も
お
お
む
ね
予
定
ど
お
h
の
収
入
和
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
収
支
の
均
衡

」
と
こ
う
い
う
ふ
う
に
う
た
わ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
第
三
炉
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
監
査
委
員
の
報
告
書
の
中
の
、
第
八
款
土
木
費
の
と
こ
ろ
の
説
明
―
―
ペ
ー
ジ
で
ご
ざ

い
る
」
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
報
告
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
。

こ
の
上
段
の
部
分
に
お
含
ま
し
て
は
、
こ
れ
は
一
般
会
計
で
土
地
区
画

整
理
が
不
用
額
が
二
百
二
十
九
万
三
千
百
八
十
円
の
不
用
額
、
そ
れ
か
ら
公
共
下
水
道
整
備
費
か
六
百
六
十
九
万
二
千
円
の
不
用
和
生

不
用
額
、
公
共
下
水
道
が
四
百
万
四
千
三
百
七
円
の
不
用
わ
生
じ
て
お
り
ま
す
。

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

L

大
島
武
雄
君
登
壇
〕

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
存
開
き
ま
す
。

（
）
議
長

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

た
い
と
山
心
い
ま
す
。
終
わ
り
ま
す
。

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
市
税
収
入
の
中
に
お
い
て
、
市
税
以
外
の
収
入
か
予
算
額
よ
り
三
億
三
千
三
十
三

こ
こ
で
若
干
、
こ
の
ち
ょ
っ
と
矛
盾
し
た
こ
と
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0
総
務
部
長
（
平
井
清
三
君
）

先
ほ
ど
の
市
長
の
説
朋
の
中
で
、
市
税
以
外
の
収
入
に
つ
い
て
は
予
算
額
よ
り
三
億
三
千
五
百
三
十

〔
総
務
部
長
（
平
井
清
三
君
）
登
壇
〕

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

総
務
部
長
。

う
よ
う
な
か
「
こ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

こ
了
承
い
た
だ
苔
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
一
億
一
千
三
百
八
十
九
万
一
千
円
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
の
残
百
九
十
七
万
四
千
円
が
残
存
生
じ
た
と
、
こ
う
い

の
繰
入
金
の
予
算
額
が
こ
ざ
い
ま
す
よ
う
に
一
億
一
千
五
百
八
十
六
万
五
千
円
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
実
質
繰
h

入
れ
い
た
し
ま
し
た
の

陵
の
交
付
金
、

あ
る
い
は
塩
浜
調
査
委
員
会
の
魚
担
合
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
不
用
に
な
(
た
わ
け
で
ご
ざ
ぃ
ま
す
o

0
土
木
部
長
（
谷
沢
文
男
君
）

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

〔
土
木
部
長
（
谷
沢
文
男
君
）
登
壇
〕

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

っ
て
お
る
と
い
う
わ
け
で
と
さ
い
ま
す
。

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

税
務
部
長
。

五
百
十
七
万
六
千
二
百
八
十
円
の
税
額
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
の
各
年
度
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
、
旧
法
に
よ
る
税
収
入
と
い
う

も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
二
十
二
年
か
ら
三
十
二
年
ま
で
二
輪
車
、
荷
車
税
ま
で
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、
そ
の
間
二
十

五
年
に
税
法
が
改
正
に
な
h
ま
し
て
、
現
在
ま
で
か
か
っ
て
お
り
ま
す
市
民
税
な
h

、
固
定
資
産
税
に
つ
含
ま
し
て
は
新
法
に
よ
る
税

と
い
う
こ
と
で
か
か
「
て
お
る
わ
け
で
こ
ざ
い
ま
す
。
で
、
旧
法
に
よ
ろ
、
要
す
る
に
二
十
二
年
か
ら
三
十
二
年
ま
で
で
こ
ざ
い
ま
す

そ
れ
か
ら
に
つ
含
ま
し
て
は
、
二
十
年
近
く
た
っ
て
お
る
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ご
質
疑
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
財
源
の
確
保
と
い
う
こ
と
で
差
し
押
え
が
執
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
時
効
中
断
と
い
う
こ

と
に
相
な
「
て
お
h
ま
す
が
、
そ
の
後
窮
迫
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
そ
の
給
与
債
権
と
い
い
ま
す
か
給
与
所
得
等
で
そ
の

後
失
職
存
し
た
、
あ
る
い
は
財
産
そ
の
も
の
が
、
零
細
な
財
産
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
よ
う
な
財
産
わ
差
し
押
え
し
て
や
る
楊
合

に
つ
含
ま
し
て
は
、
そ
れ
ん
執
行
す
ろ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
生
活
の
窮
迫
に
お
と
し
い
れ
る
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
は
執
行
停
止

ん
し
て
よ
ろ
し
い
と
、
こ
れ
は
税
法
の
中
で
き
め
ら
れ
て
お

h
ま
す
が
、
そ
う
い
う
よ
う
な
措
箇
に
い
た
し
ま
し
て
現
在
ま
で
至
(
て

し
た
が
い
ま
し
て
、
そ
れ
ら
の
方
々
、
あ
ろ
い
は
そ
の
無
財
産
で
あ
ろ
と
か
、
行
く
え
不
明
に
な
っ
て
お
る
と
か
、
あ
る
い
は
窮
迫

に
お
と
し
い
れ
る
と
い
う
よ
う
な
方
々
に
つ
き
ま
し
て
ぱ
執
行
停
止
わ
か
け
て
お

h
ま
す
。
で
、
執
行
停
止
に
か
け
ま
す
と
三
ケ
年
闇

わ
過
ぎ
ま
す
と
時
効
の
完
成
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
関
係
で
こ
ざ
い
ま
す
。

土
木
部
長
。

そ
の
あ
と
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
う
い
う
よ
う
な
措
樹
で
現
在
ま
い

ら
上
、
欠
損
処
分
の
内
容
に
つ
い
て
お
答
え
存
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
中
の
土
木
費
に
つ
含
ま
し
て
は
、
資
料
で
と
ら
ん
の
よ
う
に
不
用
額
千
六
百
十
四
万
二
千
五
百
八
十
五
円
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
そ
の
う
ち
の
区
画
整
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
質
三
十
一
＇
万
三
千
五
百
四
十
四
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
西
浦
区
画
整
理
事
業
に
お
含
ま
し
て
の
不
用
の
お
も
な
も
の
は
、
報
債
費
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
職
員
手
当
と
い
う
よ
う

な
お
、
西
浦
区
画
整
理
事
業
へ
の
繰
り
出
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
予
定
さ
れ
ま
し
た
西
浦
特
別
会
計
ヘ

お
ろ
わ
け
で
こ
ざ
い
ま
す
。

が
、
こ
れ
は
自
転
車
税
で
こ
ざ
い
ま
す
。

〇
税
務
部
長
（
荒
木
三
郎
君
）

欠
損
処
分
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
こ
説
朋
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
税
務
部
長
（
荒
木
三
郎
君
）
登
壇
〕

以
上
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
点
で
こ
ざ
い
ま
す
。

思
う
よ
う
に
十
分
な
事
業
が
進
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
も
い
た
し
ま
す
し
、
ま
た
、
こ
の
最
後
の
締
め
く

く
り
の
と
こ
ろ
に
は
、

う
こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね
ゎ
‘
し
た
い
と
い
う
の
が
第

‘" 

こ
れ
ら
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
予
定
ゎ
下
回
っ
た
と

こ
れ
は
実
際
に
は
南
部
丘
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百
五
十
九
円
と
な
っ
て
お
る
わ
け
で
と
ざ
い
ま
す
。

0
小
井
珀
夫
君
第
一
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
小
井
珀
夫
君
登
招
〕

小
井
囚
゜

と
い
う
邸
味
で
と
ざ
い
注
す
。

0
総
務
部
長
（
平
井
泊
三
荘
）

始
5

朽
部
長

三
万
六
千
五
百
五
円
の
収
入
減
と
な
h
・
ま
し
た
と
い
う
ふ
う
に
あ
る
の
に
、
収
支
の
均
衡
わ
保
っ
て
お
っ
た
の
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
で
と
ざ
い
注
す
が
、
こ
の
収
入
減
の
中
に
は
明
許
繰
h
越
し
ん
い
た
し
ま
し
た
庁
舎
の
建
設
賎
並
び
に
一
般
公
営
住
宅
建
設

事
業
四
が
四
低
七
千
万
こ
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
繰
h
越
し
に
伴
い
ま
し
て
歳
出
も
減
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
歳
入
が
減
に
な
っ
て

も
収
支
の
均
衡
が
保
た
れ
て
お
り
ま
す
。

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

0
下
水
近
部
長
（
天
野
助
春
君
）

の
は
貸
付
金
の
四
十
二
万
円
と
、
そ
れ
か
ら
公
伯
四
の
百
九
十
二
万
一
千
二
百
三
十
九
円
で
と
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
借
入
．
金
の
希
望

者
が
予
想
よ
り
少
な
か
っ
た
、
こ
れ
は
水
洗
便
所
に
関
す
る
貸
付
令
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
公
伯
四
は
一
部
借
入
金
が
全
然
し
な
か
っ
た

と
い
う
感
じ
で
こ
ざ
い
ま
し
て
、
極
力
経
既
の
節
諒
に
努
力
い
た
し
ま
し
た
の
と
、
そ
れ
か
ら
そ
の
他
に
つ
き
芍
し
て
は
不
用
額
が
生

0
大
島
武
雄
君

そ
う
い
う
問
題
存
掌
捏
い
た
し
ま
し
て
、
早
く
処
散
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
に
つ
い
て
は
時
佃
的
に
も
早
く
そ
う
い
う
も
の
存

処
IYlll
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
こ
の
よ
う
に
希
望
い
た
し
ま
す
し
、
ま
た
特
別
委
貝
会
で
十
分
と
審
諮
な
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
の
、
第
二
間
の
中
に
お
き
ま
し
て
、
こ
の
実
紐
表
の
と
こ
ろ
と
、
こ
こ
で
は
で
ず
ね
、

四
、
五
行
目
に
古
い
て
あ
り
ま
す
「
税
外
収
入
も
お
お
む
ね
予
定
ど
お
り
の
収
入
わ
確
保
す
ろ
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
こ

れ
は
一
応
収
入
予
定
わ
減
額
し
て
、
い
ま
部
長
が
説
明
さ
れ
た
内
容
で
も
っ
て
予
定
ど
お
り
収
入
が
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

ふ
う
に
招
釈
し
て
い
い
の
か
で
す
ね
、
あ
ろ
い
は
当
初
予
箕
で
糾
ん
だ
も
の
が
予
定
ど
お
り
収
入
み
確
保
す
ろ
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

こ
と
や
考
え
て
も
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
う
一
度
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。

0
品
長

こ
う
い
う
こ
と
で
と
ざ
い
ま
す
。

下
水
道
部
長
。

1
0
ペ
ー
ジ
の
下
か
ら
一
、
こ
、
こ
、

公
共
下
水
道
四
の
四
且
ね
四
千
三
百
七
円
で
と
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
き
な
も

第
一
点
目
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
分
い
ろ
ん
な
枯
勢
判
断
も
必
要
で
と
ざ
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
早
く

〇
諮
長
（
日
比
義
平
君
）

総
務
部
長
し

（
日
比
義
平
廿
）

（
平
井
桁
三

Ii)
登
切
．
」

こ
れ
は
四
十
五
年
肢
の
明
許
紅
り
越
し
わ
い
た
し
ま
し
た
庁
舎
の
建
設
と
一
般
公
営
任
宅
の
建
設
事

業
骰
に
充
当
す
る
財
源
、
国
即
文
出
か
、
県
文
出
金
、
地
方
仙
、
そ
れ
か
ら
柚
金
か
ら
の
躾
入
金
で
と
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
和
除
い
た

で
は
百
六
十
万
五
千
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
注
す
。

四
十
五
年
度
か
ら
新
し
く
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
間
四
と
い
た
し
注
し
て
、
し
尿
く
み
取
り
手
数
料
の
、
し
尿
く
み
取
り
の
取
り
扱

る
と
こ
ろ
の
許
可
業
者
に
対
し

ぃ
役
と
い
う
も
の
が
紐
ま
れ
ま
し
て
、
そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
し
尿
く
み
取
り
わ
許
可
業
者
で
や
っ
て
い

す
。
当
切
予
符

こ
の
点
に
つ
い
て
は
四
三
ペ
ー
ジ
に
決
初
の
結
果
が
出
て
お
h
ま

て
助
成
が
な
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
と
ざ
い
ま
す
が
、

―
一
円
、
不
用
額
十
二
万
一
千
三

そ
し
て
支
出
済
額
は
百
五
十
四
万
三
千
六
百
四
十
、

1, 

こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、
四
十
五
年
三
月
の
四
十
五
年
度
予
符
議
会
で
、
市
長
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

「
こ
こ

数
年
来
、
懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
し
尿
く
み
取
り
手
数
料
の
改
定
に
つ
合
注
し
て
は
、
新
年
度
特
に
許
可
業
者
に
対
し
て
実
質
的

う
こ

ヽ

、
市
民
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
向
上
に
つ
と
め
る
よ
う
業
者
の
指
荘
存
弥
化
す
る
方
針
で
あ
る
」
と
し

な
助
成
措
散
な
謂
ず
る
こ
と
と
し

一

と
で
と
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
引
き
続
き
四
十
六
年
度
に
も
八
百
二
十
九
万
八
千
円
が
計
上
さ
れ
て
お
ろ
わ
け
で
と
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ

ぐ
フ
島
武
雄
君
登
招
〕

Q
議
長

9

日
比
義
平
君
）

大
島
君
゜

じ
た
セ
め
で
こ
ざ
い
ま
す
。

〔
下
水
迫
部
長
（
天
野
助
春
君
）
登
坦
〕
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い
ま
す
。

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

各
亜
設
4

～
回
っ
て
監
査
ゎ
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
こ
の
し
尿
の
く
み
取
り
許
可
業
者
に
よ
っ
て
や
「
て
お
る
と
こ
ろ
の
く
み
取
り
手
数
料
、
そ
し
て
市
民
へ
の
サ

ー
ビ
ス
と
い
う
面
が
具
体
的
に
ど
う
保
障
さ
れ
た
の
か
、
こ
う
い
う
点
で
お
尋
ね
し
た
い
わ
け
で
と
ざ
い
ま
す
。

実
は
、
先
般
来
の
災
害
の
と
き
に
、
こ
の
し
尿
く
み
取
り
問
題
が
富
田
で
大
合
な
問
題
に
な

h
ま
し
た
。
私
の
と
こ
ろ
へ
も
、
い
ま

か
ら
申
し
上
げ
る
と
お
り
手
紙
が
来
て
お
る
わ
け
で
こ
ざ
い
ま
す
。

と
つ
と
め
に
出
て
お

h
ま
す
。

こ
の
う
ち
は
母
子
の
二
人
の
家
族
で
と
ざ
い
ま
す
。
母
親
は
ず
っ

こ
の
二
人
の
母
子
家
庭
で
大
体
三
ヶ
月
に
一
度
で
多
く
て
四
百
五
十
円
、
少
な
く
て
三
百
円
ぐ
ら
い
、

く
み
取
り
手
数
料
が
そ
れ
ぐ
ら
い
だ
と
い
う
こ
と
で
こ
ざ
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
七
月
の
あ
の
集
中
豪
雨
の
と
き
に
は
水
入
り
し
ま
し
て

使
所
に
入
h
ま
し
た
。

と
半
分
わ
七
百
八
十
円
出
し
た
と
い
う
わ
け
で
こ
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
八
月
三
十
一
日
の
台
風
十
七
号
の
と
き
が
、
そ
の
七
百
八
十
円

出
し
た
。

こ
の
と
合
は
全
部
市
が
負
担
し
て
も
ら
っ
た
と
、
八
月
の
台
風
の
と
き
に
は
市
が
半
額
角
担
で
あ
「
た
と
、
あ

八
月
三
十
一
日
の
台
風
の
と
き
に
は
市
が
一
部
負
担
し
て
も
ら
っ
た
け
れ
ど
、
水
が
入
っ
た
分
だ
け
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
申
し
訳
け
程
度
に
く
ん
で
い
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
の
く
み
取
り
料
が
一
千
二
百
円
、
そ
れ
も
き
れ
い
に
取

っ
て
1

っ
た
の
で
は
な
く
て
た
く
さ
ん
残
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
と
ざ
い
ま
す
。

い
か
と
、
こ
う
い
う
事
件
か
、
事
例
が
最
近
で
も
出
て
お
ろ
わ
け
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
は
た
し
て
、
こ
の
せ
っ
か
く
計
上
さ
れ
た
こ
れ

か
、
こ
か
経
費
が
有
効
に
生
か
さ
れ
、
そ
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
寄
与
し
て
叔
て
お
る
の
か
、
四
十
五
年
度
に
お
い
て
は
そ
う
い
う
事

件
は
な
か
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
ん
‘
お
尋
ね
す
る
わ
け
で
こ
ざ
い
ま
す
。

私
ど
も
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
一
刻
も
早
く
市
の
直
営
に
し
て
、
そ
し
て
全
市
く
ま
な
く
市
民
が
公
平
に
し
尿
の
く
み
取
り
が
や

ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
存
主
張
し
て
ま
い
h
ま
し
た
が
、

た
ま
た
ま
こ
の
災
害
の
と
き
に
起
こ
(
た
問
題
ん
加
切
に
申
し
上
げ
た
わ
け
で
と
ざ
ぃ
ま
す
が
ヽ
は
た
し
て
こ
の
せ
つ
か

vの
経
費
の
計

上
が
有
効
に
生
き
て
お
る
の
か
、
こ
の
店
に
つ
い
て
監
査
委
員
会
あ
る
い
は
市
理
事
者
に
お
い
て
そ
う
い
う
問
題
が
十
分
業
者
に
対
す

ろ
折
嗅
が
な
さ
れ
て
き
て
お
ろ
の
か
ど
う
か
、
こ
の
店
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
と
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
二
番
目
の
問
函
は
、
四
十
五
年
度
決
算
に
あ
た
っ
て
監
査
委
員
会
は
非
常
に
簡
単
な
審
査
意
見
書
と
い
う
も
の
わ
出
し
て

み
え
る
わ
け
で
こ
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
監
査
委
員
会
は
こ
の
四
十
五
年
度
の
間
に
他
都
市
に
も
例
存
見
な
い
ほ
ど
ま
め
に
こ
の
各
課
、

加
森
結
果
み
報
告
と
い
う
も
の
ぱ
、
そ
れ
ぞ
れ
公
に
さ
れ
て
発
表
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
と
ざ
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
全
面
的
に
私
ど
も

も
そ
の
意
見
、
指
摘
さ
れ
た
与
と
い
う
も
の
に
賛
同
す
る
わ
け
で
こ
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
貴
重
な
意
見
も
こ
ざ
い
ま
す
。

が
ど
う
い
う
ふ
う
に
生
か
さ
れ
た
の
か
。

お
る
わ
け
で
す
か
、
今
日
決
算
り
虚
定
に
あ
た
っ
て
、
そ
う
い
う
も
の
が
ど
う
生
か
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
や
は
り
具
体
的
に

示
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
の
と
見
解
は
い
か
が
か
と
お
尋
ね
し
た
い
と
思

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

衛
生
部
長
。

お
お
舒
ね
こ
の
監
査
と
い
う
も
の
は
四
十
五
年
度
の
年
度
の
途
中
、
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
て

〔
衛
生
部
長
（
園
浦
和
己
君
）
登
壇
〕

0
衛
生
部
長
（
菌
浦
和
己
君
）

こ
う
い
う
、
こ
の
あ
ま

h
に
も
ひ
ど
い
で
は
な

い
ま
だ
そ
の
実
現
が
、
見
通
し
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
中
で
、

こ
の
監
査
結
果
の
報
告
と
い
う
も
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
に
も
四
十
五
年
度

そ
う
い
う
も
の

こ
案
内
の
よ
う
に
、
衛
生
部
長
に
な
り
ま
し
た
の
が
こ
と
し
の
四
月
で
こ
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
た
だ
い
ま
提
案
さ
れ
て
お
り
ま
す
四

十
五
年
度
の
決
算
、
す
な
わ
ち
四
十
五
年
度
の
し
尿
く
み
取

h
の
年
度
に
は
担
当
し
て
お

h
ま
せ
ん
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
承
知
い
た

し
て
お
り
ま
せ
ん
か
、
こ
の
年
度
か
ら
新
し
い
考
え
方
と
し
て
キ
ロ
リ
ッ
タ
ー
六
十
円
の
補
助
和
、
く
み
取
り
の
補
助
の
制
度
和
採
用

し
て
、
決
算
書
に
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
よ
う
な
補
助
金
を
業
者
に
対
し
て
交
付
し
た
と
、
そ
の
残
額
が
十
二
万
一
千
円
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
か
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
許
可
業
者
の
中
で
一
業
者
が
経
営
者
が
な
く
な
り
ぎ
し
て
、
そ
れ
在
そ
の
な
く
な
っ
た

あ
と
の
会
社
の
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
人
に
十
分
な
る
作
業
員
の
管
理
能
力
と
い
う
も
の
が
ど
う
考
え
て
も
十
分
で
な
い
こ
と
が
原
因

い
た
し
ま
し
て
、
ご
指
摘
和
受
け
ま
し
た
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
と
地
区
に
対
し
て
、
市
民
に
対
し
て
ご
迷
惑
存
か
け
て
お
る
と
い
う
こ

-35 - -34 -



,l 

ま
す
。

0
小
井
迫
夫
君

〔
小
井
迫
夫
君
登
坦
〕

小
井
君
゜

り
上
で
と
ざ
い
ま
す
。

い
う
こ
と
な
一
っ
と
了
承
顧
い
た
い
と
思
い
注
す
。

〇
監
査
委
貝
（
森

新
八
柑
）

〔
監
在
委
い
（
森
新
八
君
）
登
祖
〕

監
在
委
貝
゜

と
ゎ
十
分
に
承
知
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
の
対
策
に
、
実
は
い
ろ
い
ろ
と
苦
紅
し
つ
つ
も
、
改
苦
の
た
め
の
検
討
存
し
て
い
る

わ
け
で
と
ざ
い
注
し
て
、
で
き
ま
し
た
な
ら
ば
、
次
の
十
二
月
の
諮
会
に
提
案
い
た
し
ま
し
て
、

一
月
一
日
か
ら
新
し
い
体
制
で
と
迷

惑
の
か
か
ら
な
い
方
向
に
踏
み
切
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
わ
け
で
と
ざ
い
注
す
が
、
今
年
度
、
三
回
浸
水
に

よ
る
非
常
く
み
取
り
と
い
う
よ
う
な
事
態
に
あ
た

h
注
し
て
、
精
一
ぱ
い
の
努
力
は
し
た
つ
も
り
で
と
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
末
端
の

ほ
う
で
た
く
さ
ん
の
市
民
の
方
に
と
不
籾
な
り
と
迷
惑
の
か
け
ま
し
た
こ
と
わ
お
わ
び
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
日
比
義
平
社
）

た
だ
い
ま
小
井
話
且
さ
ん
か
ら
、
し
尿
の
関
係
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
補
助
の
角
担
と
い
う
よ
う
な

形
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
の
監
府
に
つ
い
て
ど
う
か
と
い
う
邸
味
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
ん
で
と
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
問
題
に
つ
き

ま
し
て
は
で
す
ね
、
私
の
ほ
う
は
、
現
に
ほ
か
の
課
に
い
た
し
注
し
て
も
、
部
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
そ
の
内
容
存
部
長
、
課
長
に
対

し
て
聞
h
ド
げ
て
尋
問
し
て
、
ど
う
し
た
処
理
が
な
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
点
ま
で
監
在
な
行
な
っ
て
お
る
と
い
う
よ
う

な
巾
枯
で
こ
ざ
い
ま
す
る
が
、
特
に
小
井
議
μ
さ
ん
に
は
で
す
ね
、
初
め
て
で
と
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
の
ほ
う
の
監
杏
委
貝
と
し
て
や

っ
て
お

11
ま
す
る
と
こ
ろ
の
内
容
存
少
し
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
に
お
き
ま
す
と
こ
ろ
の
決
符
と
い
う
も
の
は
で
す
ね
、
と
承
知
の
と
お
り
一
会
計
年
度
の
で
ず
ね
歳
入

旅
出
予
卯
の
執
行
の
実
紐
ゎ
・
表
示
す
る
と
い
う
た
め
に
調
整
さ
れ
て
お
る
と
こ
ろ
の
計
卯
表
や
と
い
う
こ
と
ゎ
｀
、
私
ど
も
も
自
治
省
あ

た
り
で
伺
っ
て
お
る
わ
け
で
と
ざ
い
ま
す
し
、
決
卯
の
審
府
に
は
主
と
し
て
計
節
に
過
誤
が
な
い
か
、
実
際
の
収
支
が
で
す
ね
、
収
支

命
令
に
符
合
し
て
お
ろ
か
、
ま
た
収
支
が
迎
法
で
な
い
か
等
の
点
に
注
邸
し
て
行
な
う
、
主
と
し
て
会
計
の
い
わ
ゆ
る
稲
査
と
い
う
こ

と
が
で
す
ね
主
に
な
っ
て
爪
店
が
JYtut
か
れ
て
監
査
わ
や
る
と
、
審
査
わ
す
る
と
、
こ
の
決
箕
稲
査
は
そ
う
い
う
よ
う
な
審
査
に
な
っ
て

ぉ
h
芍
す
の
で
、
で
、
平
索
日
ゎ
・
き
め
ま
し
て
定
例
監

ft
わ
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
決
卯
関
係
に
つ
き
注
し
て
は
で
す
ね
、

監
査
委
貝
の
自
己
の
権
限
に
従
い
ま
し
て
財
務
監
査
と
そ
れ
か
ら
例
月
出
納
検
査
卯
の
結
果
得
た
と
こ
ろ
の
汽
料
及
び
決
卯
費
並
び
に

決

m府
に
添
付
さ
れ
た
狂
料
等
や
も
と
に
し
て
籾
密
に
行
な
っ
た
も
の
で
と
ざ
い
ま
す
。

〇
諮
長
（
日
比
義
平
君
）

い
う
こ
と
で
と
ざ
い
ま
す
が
、

し
た
が
い
ま
し
て
で
す
ね
、

こ
の
、
い
わ
ゆ

る
こ
の
私
ど
も
の
出
し
て
お
り
ま
す
る
応
見
書
の
中
に
は
で
す
ね
、
行
政
の
関
係
吉
で
入
っ
て
い
な
い
。
行
政
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
次
、
い
わ
ゆ
る
一
年
に
一
回
地
方
自
治
法
で
監
査
存
せ
い
と
い
う
こ
と
わ
申
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
閲
係
の
と
き
に
は
行
政

の
範
囲
ま
で
入
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
審
在
の
閲
係
、
決
ね
意
見
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
行
政
ぎ
で
の
範
囲
は
入
っ
て
い
な
い
と

た
ま
た
ま
先
般
来
の
こ
の
水
害
地
の
事
例
み
出
し
ま
し
た
ん
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
許
可
業
者
に
よ
（
て
行
な
わ
れ
て

い
る
地
域
、
し
尿
く
み
取
り
が
行
な
わ
れ
て
い
る
地
域
で
の
料
金
に
対
す
る
、
あ
る
い
は
ま
た
、
そ
の
点
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
市
民

の
不
満
と
い
う
も
の
は
、
や
は
り
同
じ
よ

A

つ
に
四
十
五
年
度
に
お
い
て
も
た
＜
さ
ん
こ
ざ
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
点
で
、
ぜ
ひ
と
も
そ

う
い
う
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
満
、
苦
梢
と
い
う
も
の
か
真
に
解
決
す
る
方
向
、
こ
う
い
う
も
の
で
解
決
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
。
そ
れ

は
や
は
り
直
営
に
し
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
し
、
ま
た
働
い
て
い
る
方
々
の
労
働
条
件
和

す
C

次
の
話
会
に
具
体
的
な
案
な
出
さ
れ
る
と

よ
く
す
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
わ
け
で
こ
ざ
い
ま

こ
の
点
な
、
私
ど
も
の
恋
見
な
ぜ
ひ
と
も
組
み
入
れ
て
と
検
討
ゎ
＇
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え

さ
ら
に
、
こ
の
災
害
の
と
き
に
お
け
る
そ
う
い
う
無
謀
な
む
ち
ゃ
な
く
み
取
h
料
み
徴
収
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
に
対
す
る
手
当
存

ど
の
よ
う
に
な
さ
る
お
つ
も
り
か
。
災
害
諮
会
か
、
特
別
議
会
が
開
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
あ
え
て
こ
の
際
お
尋
ね
し
て
お
き
た
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条
の
規
定
に
よ

h
、

〇
諮
長
（
日
比
義
平
君
）

〇
諮
長
（
日
比
義
平
君
）

高
井
三
夫
君

粉

川

茂

君

小
林
哲
夫
君

小
川
四
郎
君

訓
覇
也
男
君

小
井
道
夫
君

六
平
豊
司
君

伊
藤
信
●
君

増
山
英
一
君

出

井

博

君

天
春
文
雄
君

次
に
、

た
だ
い
ま
設
四
さ
れ
ま
し
た
決
算
特
別
委
貝
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
条
例
第
六

〔
「
異
詔
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

設
骰
し
、

こ
れ
に
付
託
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
と
異
諮
あ
り
ま
せ
ん
か

C

〇
諾
長
（
日
比
義
平
君
）

他
に
と
四
詔
は
と
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

ろ
私
の
買
問
わ
終
わ
h
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
小
井
迫
夫
君

〔
小
井
迫
夫
君
登
坑
〕

0
諮
長
（
日
比
義
平
君
）

小
井
君
゜

0
衛
生
即
長
（
園
加
和
己
君
）

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

〔
衛
生
部
長
（
園
浦
和
己
君
）
登
坑
〕

そ
う
い
う
点
わ
あ
え
て
い
ま
申
し
上
げ
た
次
第
で
と
ざ
い
ま
す
。

小
林
栂
次
君

他
に
と
到
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
存
終
結
い
た
し
注
す
。

い
と
思
う
わ
け
で
と
ざ
い
ま
す
が
、
た
だ
申
し
わ
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
先
ほ
ど
の
手
紙
の
読
み
上
げ
ま
し
た
と
お

h
、
七
月

か
ら
八
月
の
末
主
で
に
、
わ
ず
か
母
子
の
二
人
の
家
庭
の
中
で
二
千
円
に
近
い
合
ゎ
払
(
て
お
ろ
の
で
す
o

そ
ぅ
い
ぅ
実
態
を
ど

O

程
度
つ
か
ん
で
お
み
え
に
な
る
の
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ま
た
こ
う
い
う
家
庭
に
対
し
て
ど
う
い
う
処
骰
ゎ
・
と
ら
れ
る
つ
も
り
か
、
そ

の
点
わ
い
ま
一
度
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
せ
っ
か
く
監
査
委
貝
の
ほ
う
か
ら
お
教
え
ゎ
匪
っ
た
わ
け
で
と
ざ
い
注
す
が
、
や
は

h
年
一
回
そ
れ
ぞ
れ
の
課
、
施

設
等
で
行
な
わ
れ
て
お

h
ま
す
監
査
結
果
、
監
査
、
そ
し
て
そ
の
結
果
の
公
表
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
こ
れ
が
理
事
者
に
お
い
て
ど

う
い
う
措
骰
が
と
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
の
、
や
は
り
沢
料
と
し
て
決
卯
諾
会
に
、
諮
日
に
や
は
h
配
布
し
て
い
た
だ
き
、
四
十
五
年

度
な
ら
四
十
五
年
度
の
袂
卯
の
認
定
諾
会
の
内
容
ゎ
翌
か
に
す
る
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
た
い
と
思
う
わ
け
で
と
ざ
い
ま
す
。
そ
う

〇
諮
艮
（
日
比
義
平
君
）

い
う
慈
味
で
の
荘
料
わ
十
分
捉
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
応
味
で
と
ざ
い
吉
す
。
舌
足
ら
ず
な
面
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

8
 

3
 

衛
生
部
長
。

器
化
お
け
る
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
プ
ル
と
い
い
ま
す
か
、
い
ま
と
指
摘
が
、
．
例
ゎ
＇
ひ
い
て
と
指
摘
が
あ

r

た
よ
う
な
問
四
に
つ
き
ま

し
て
は
、
私
た
ち
の
ほ
う
に
苦
梢
と
し
て
、
あ
る
い
は
不
渋
と
し
て
ぷ
ち
ま
け
て
連
絡
わ
い
た
だ
い
て
お

h
ま
す
の
は
、
早
く
取
り
に

来
い
と
、
早
く
く
み
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
処
四
か
せ
い
と
い
う
こ
と
が
大
部
分
で
と
ざ
い
ま
し
て
、
取
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
幾
ら

取
ら
れ
た
か
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
に
関
し
て
は
詳
し
く
承
知
か
い
た
し
て
お
り
注
せ
ん
の
で
、
こ
れ
に
対
し
て
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ

と
ゎ
町
ち
に
考
え
て
お
h
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
調
査
在
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
町
ち
に
闘
杏
在
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
具
体
的
な
結
果
在
と
報
告
い
た
だ
き
た
い
と
。
で
き
ま

す
な
ら
ば
、
決
窮
諮
会
会
期
中
に
と
報
告
ゎ
・
い
た
だ
き
、
そ
し
て
そ
の
十
分
な
対
策
、
処
骰
、
そ
う
い
う
も
の
に
つ
い
て
も
わ
れ
わ
れ

が
納
得
で
き
る
よ
う
な
結
論
み
こ
の
会
期
中
に
お
い
て
出
し
て
い
た
だ
く
、
そ
う
い
う
恋
味
に
お
き
ま
し
て
取

h
あ
え
ず
本
日
の
と
こ

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
件
に
つ
き
注
し
て
は
、
各
脈
か
ら
選
出
し
た
十
四
人
の
委
具
ゎ
、
も
っ
て
構
成
す
る
決
勾
特
別
委
貝
会
わ

と
異
話
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
十
四
人
の
委
貝
在
も
「
て
構
成
ず
る
決
箕
特

別
委
貝
会
存
設
四
し
、
こ
れ
に
付
託
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

中
島
隆
平
君

吉
垣
照
男
君
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付

託

0
総
務
術
生
委
貝
会

諮
案
第
一
―
八
号

第
一
条

議

案

話
案
一
覧
表
に
よ
h
と
了
承
伽
い
ま
す
。

覧

表

（
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
臨
時
会
）

諾
突
第
百
十
八
号
昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
卯
（
第
三
号
）
、

一
般
会
計
及
び
公
共
下
水
追
特
別
会
計
の
補
正
予
卯
案
で
あ
h
ま
し
て
、
国
の
今
次

桶
正
予

g
の
成
立
に
伴
い
、
国
叩
柚
助
割
h
当
て
の
削
額
内
定
並
び
に
起
伯
承
認
の
見
通
し
な
得
た
も
の
等
に
つ
い
て
と
捉
案
申
し
上

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
4

ご
佃
正
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
際
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
排
水
問
題
の
早
期
解
決
わ
は
か
る
た
め
、
下
流

区
即
の
代
渠
エ
iJi
、
ギ
翌
乙
ノ
据
え
つ
け
、
同
上
困
工
事
等
残
工
事
わ
躾
h
上
げ
て
同
時
に
発
注
し
、

う
つ
と
め
た
い
と
存
じ
、
伯
務
伍
担
行
為
ゎ
・
あ
わ
せ
て
お
匝
い
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
公
共
下
水
道
特
別
会
計
予
勾
の
袖
正
は
、
祢
助
対
象
事
業
四
一
俯
一
千
二
百
五
十
万
円
ゎ
≪
追
加
す
る
も
の
で
あ
h
ま
し
て
、

8
永
処
刑
区
の
う
ち
栢
北
拮
水
区
に
お
け
る
料
豹
竹
渠
工
事
を
施
行
推
巡
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

h
ま
す

C

話
突
第
百
二
十
号
は
、
京
町
地
内
に
お
け
る
下
水
行
災
布
設
工
小
（
第
五
工
区
）
の
叶
叫
位
契
約
で
あ
り
ま
し
て
、
指
名
競
争
入
札
の

粘
果
、
金
狛
三
千
五
百
六
十
万
円
ゎ
．
も
(
-
て
市
内
川
厭
町
三
十
二
番
一
号
朝
日
土
木
株
式
会
社
に
落
札
決
定
い
た
し
た
の
で
、
同
社
と

の
エ
巾
泊
仕
契
約
や
桔
拮
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
と
審
諾
の
う
え
、
と
袂
諾
附
わ
り
ま
す
よ
う
に
お
顧
い
わ
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
諮
長
（
日
比
義
平
刃
）

〔
「
異
話
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
詔
長
（
日
比
義
平
莉
）

諾
案
第
百
十
八
丹
な
い
し
諮
架
第
百
二
十
号
ゎ
•
関
係
常
任
委
艮
会
に
付
託
い
た
し
ま
す
。
関
係
常
任
委
貝
会
の
担
当
部
門
は
、
付
託

昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
箕
（
第
三
号
）

歳
入
歳
出
予
箕
中

歳
入
全
般

筍
二
条
及
び
第
三
条 別

段
ご
四
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

こ
四
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

と
発
言
願
い
ま
す
。

一
応
の
排
水
椀
能
や
発
抑
す
る
よ

ま
ず
、

一
般
会
計
予
勾
に
お
き
ま
し
て
は
、
朝
朋
都
市
下
水
路

m業
の
管
渠
工
事
に
対
し
六
千
六
百
万
円
の
事
業
代
の
追
加
が
内
定

げ
た
も
の
で
あ
り
ま
す

C

話
突
第
百
十
八
号
及
び
諮
突
第
百
十
九
号
は
、

0
市
長
（
九
鬼
ヤ
昂
久
男
君
）

た
だ
い
ま
と
上
程
の
各
諾
第
に
つ
い
て
、

と
説
朋
申
し
上
げ
ま
す
。

（＇市長

（
九
鬼
喜
久
男

B
)
登
射
〕

i
k
。

廿 捉
な
刑
由
の
説
明
ん
．
求
め
ま
す
。

な
tヽ
し
ヽ

日
程
第
六

話
案
第
百
二
十
号
工

m聞
位
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
三
件
在
一
括
詔
題
と
い
た
し
ま
す
C

〇
泌
長

（
日
比
義
平
君
）

次
に
、
日
程
第
四

日
程
第
六

諮
案
第
百
二
十
サ
工
事
請
凸
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

9

・

日
程
第
四

う
に
お
顆
い
た
．
い
た
し
芍
ず
。

以
上
十
四
人
わ
迦
任
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
と
異
諮
と
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〇
諾
長
（
日
比
義
平
君
）

レ

す
る
こ
と
に
決
玉
し
た
。
な
お
‘
委
且
長
及
び
副
委
貝
長
に
つ
い
て
は
、
本
日
散
会
後
、
直
ち
に
委
貝
会
わ
開
き
、
互
選
い
た
だ
く
よ

と
異
諾
な
し
と
認
め
ま
ず
。
よ
（
．
て
、
た
だ
い
ま
の
十
四
人
の
諸
君
わ
袂
箕
特
別
委
貝
会
の
委
員
に
選
任

諮
突
第
百
十
八
号
昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
卯
（
第
三
号
）
な
い
し

〔
「
異
話
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
〕
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四

日

市

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

昭
和
四
十
六
年
十

本
日
は
、
こ
れ
在
も
っ
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

次
回
は
、
来
た
る
二
十
日
午
前
十
時
か
ら
会
諾
存
開
き
ま
す
。

諮
案
第
一
―
九
号

第
一
条

〇
建
設
委
貝
会

.. -． 

諮
案
第
一
―
八
号

諮
案
第
1

二
0
号

以
上
ゎ
｀
も
ち
ま
し
て
、
本
日
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
柿
正
予
算

歳
入
歳
出
予
箕
中

1
,
9

歳
出
第
八
款
，

〇
諮
長
（
日
比
義
平
君
）

！
 

土

四

日

市

市

議

会

（
第

（
第
三
号
）

二
号
）

木
ー
四
i

1

昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
公
共
下
水
追
特
別
会
計
袖
正
予
箕
（
第
二
号
）

月

二

十

日

工
事
訥
角
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

午
後
三
時
三
十
四
分
散
会
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日
程
第

日
程
第

日
程
第

-

f

議
案
第
一
-
―
七
号

0
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

第

五

第

四

工
事
訥
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第

～＝ 

昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
算
ー
（
第
三
号
）

追
特
別
会
計
柿
正
予
打
（
第
二
号
）

昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
公
共
下
水

第

諾
案
第
一
ー
八
号

諮
案
第
一
―
九
号

諮
案
第
ー
ニ

0
号

諮
案
第
―
ニ
ー
号

柿
正
予
算
（
第
三
号
）
・
；
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

II 

教
育
委
貝
会
委
貝
の
任
命
に
つ
い
て
…
・
・
・
・
諮
案
説
明
・
・
質
疑
、

議
案
第
一
―
八
号

I

諮
案
第
一
―
九
号

昭
和
四
十
五
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計

に
つ
い
て

決
箕
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
葬
認
定

第

諮
案
第
一
ー
七
号

昭
和
四
十
五
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
二
十
日
（
土
）

〇
諾

m
日

程

第

二

号

午
前
十
時
開
諮

” ” 

．．
 
．
 ” ” ” 

…・:;：'；
 
．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

委
貝
長
報
告
・
・
質
挺
、

討
論
、 ” ” II 

諮
決

ヽ

討
論
、

” ” ” 
諮
決

--d5 -



0
出
席
諮
貝
（
四
十
一
名
）

日

程

第

五

諮
案
第
―
ニ
ー
号

藤 福

井 田

泰

治

郎

君

香

史

君

日

比

義

平

君

早

JII 

正

夫

君

服

部

昌

弘

君

長

谷

JI I 

鐸

元

君

橋

本

増

蔵

君

橋

本

建

治

君

野

綺

貞

芳

君

生

JII 

平

蔵

君

中

島

隆

平

君

出

井

栂

君

坪

井

妙

子

君

田

中

政

君

高

橋

ヵ

君

志

栢

政

君

後

藤

藤

太

郎

君

後

藤

究

治

君

小

林

喜

夫

君

小

林

哲

夫

君

粉

JII 

茂

君

訓

覇

也

男

君

喜

多

野

等

君

JI I 

村

潔

君
1

小

l l | 

四

郎

君

大

島

武

雄

君

岩

田

久

雄

君

伊

藤

信

君

伊

藤

金

君

小

井

道

夫

君

荒

木

武

治

君

天

春

文

男

君

青

日

程

第

四

諮
案
第
―
二

0
号

山

案

男

教
育
委
貝
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

君

-45-
t、
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〇
欠
席
諮
貝
（
三
名
）

〇
詔
事
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

代

表

監

査

委

員

次 消

防

長

次

長 長

教

育

長

森 山 宮 市 龍 伊

北 山

佐

々

木

新 光 晃 梢 涼

八 彰 精 郎其

君 君 君 君

JII 

君

教

育

委

貝

長

池

君

副

入
ー
役

膝

君

建

収．設

部

長

滴

伝

之

助

君

下

水

道

部

長

＇

天

野

助

春

君

土

木

部

長

谷

沢

文

男

君

衛

生

部

長

園

浦

和

己

肛

生

部

長

小

西

忠

臣

君君

産

業

部

長

阿

南

輝

彦

君

税

務

部

長

荒

木

郎

君

稔

務

部

長

平

井

泊

君

市

長

公

室

長

輪

喜

代

司

君

収

入

役

庄

司

良

君

助

役

加

藤

究

嗣

君

助

役

岩

野

見

斉

君

市

長

九

鬼

喜

久

男

君

高

井

夫

君

小

林

栂

次

君

伊

藤

太

郎

君

吉

垣

照

男

君

山

本

--
亀中

“—^ 

勝

君

山

中

君

山

ロ

信

生

君

安

垣

勇

君

_,_ 
ノ‘

豊

司

君

松

平 島

良

君

増

山

英

君
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る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

0
決
箕
特
別
委
貝
長
（
削
山
英
一
君
）

当
委
貝
会
は
、
去
る
十
二
日
諮
長
招
集
の
も
と
に
委
貝
会
を
開
拙
し
、
ま
ず
正
副
委
貝
長
の

互
選
ゎ
＇
行
な
い
、
そ
の
結
果
、
委
只
長
に
不
肖
私
、
副
委
貝
長
に
小
林
哲
夫
諾
貝
が
速
任
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

続
い
て
、
去
る
十
五
日
、
十
六
日
、
十
七
日
の
三
日
間
に
わ
た

h.
、
付
託
に
な
り
ま
し
た
昭
和
四
十
五
年
度
一
般
会
計
決
箕
並
び
に

各
特
別
委
月
会
等
決
狂
認
定
に
つ
い
て
委
且
会
ル
開
催
、
偵
煎
な
寄
査
わ
行
な
い
、
各
部
門
の
関
係
理
事
者
か
ら
詳
細
な
説
明
序
．
聴
取

す
ろ
と
と
も
に
必
要
沢
料
の
提
出
存
求
め
、
予
勾
執
行
上
の
適
法
性
、
行
政
効
果
、
財
政
の
健
全
性
、
自
主
性
等
を
中
心
に
慎
重
な
検

討
み
加
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。
り
下
、
そ
の
審
究
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
、
と
報
告
み
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
会
計
九
三
・
九
三
彩
、
特
別
会
計
九
六•O
ニ
グ
ダ
、
実
質
収
支

栢
は
一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ
て
六
似
七
千
六
百
四
十
万
三
千
九
百
二
十
四
円
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
実
質
収

支
額
は
予
勾
規
模
か
ら
見
て
、
効
率
的
な
執
行
と
は
言
い
が
た
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
本
委
貝
会
は
監
査
委
貝
の
監
査
意
見

在
将
来
の
行
政
の
迎
営
上
、
妥
当
適
切
な
も
の
と
認
め
、
本
決
釘
を
認
定
す
ぺ
き
も
の
と
決
定
み
い
た
し
ま
し
た

C

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
き
ま
し
て
、
特
に
質
疑
及
び
意
見
＼
要
望
の
あ
り
ま
し
た
諸
点
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
な
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
一
般
会
計
、
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
近
の
急
激
な
経
済
梢
勢
の
変
貌
に
よ
り
、
行
政
需
要
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
地
方
財

政
ヤ
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
財
源
確
保
に
は
十
分
窯
わ
用
い
、
国
、
県
費
の
補
助
金
の
確
保
に
努
力
す
ろ
と
と
も
に
、
電

気
、
ガ
ス
税
の
非
課
税
範
囲
の
縮
小
に
対
し
、
関
係
機
関
に
秘
極
的
に
働
き
か
け
る
よ
う
要
望
い
た
し
た
次
第
で
あ
り
吉
す
。

次
に
歳
出
で
あ

h
ま
す
が
、
第
二
款
総
務

111
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
行
政
の
末
端
業
務
を
委
託
し
て
い
る
委
託
料
の
増
額
及
び
公
会

所
の
建
設
に
伴
う
柿
助
金
の
あ
り
方
‘
並
び
に
市
税
前
納
報
伯
金
の
増
額
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
と

ざ
い
ま
し
た
。
＇
、
ま
た
人
事
管
理
の
問
題
と
い
た
し
ま
し
て
、
特
に
職
貝
の
適
正
配
置
及
び
優
秀
な
技
術
職
員
の
確
保
に
一
そ
う
努
力
す

第
三
款
民
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
様
式
の
変
化
、
中
で
も
若
い
世
帯
の
夫
婦
共
働
き
現
象
の
一
般
化
に
伴
い
、
乳
児
保
育
施
―

各
会
計
決
打
み
紀
括
い
た
し
ま
す
と
、
予
鉗
の
執
行
状
況
は
、

〔
決
打
特
別
委
只
長
（
切
山
英
一
君
）
登
坑
〕

附
山
君
゜

本
件
に
関
す
る
決
打
特
別
委
貝
長
の
報
告
み
求
め
ま
す
。

認
定
に
つ
い
て
や
詔
題
と
い
た
し
ま
ず
。

日
程
第

日
程
第

0
出
席
事
務
局
職
貝

〇
諮
長
（
日
比
義
平
君
）

本
日
の
出
席
詔
只
は
、
四
十
名
で
あ
り
ま
ず
。

午
前
十
時
八
分
開
諮

＊
日
の
諾
事
は
、
諮
事
日
程
第
二
号
に
よ
h
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
屈
い
い
た
し
ま
ず
。

詔
案
第
百
十
七
号
昭
和
四
十
五
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
窮
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
群
認
定
に
つ
い
て

〇
諾
長
（
日
比
義
平
君
）

諮
案
第
百
十
七
号
昭
和
四
十
五
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
卯
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算

た
だ
い
ま
か
ら
、
本
日
の
会
諮
在
開
き
ま
ず
。

柑

記

板

綺

大

之

丞

．
 

君

専

記

佐

藤

正

俊

君

諮

事

係

長

小

林

桂

輔

君

次

長

事

務

局

長

森

正

太

郎

君

殻

野

正

和

君
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h
ま
す
。

以
上
の
経
過
わ
も
ち
ま
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
決
卯
等
ゎ
認
定
い
た
し
た
の
で
あ

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
理
事
者
の
良
識
の
い
た
す
と
こ
ろ
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
他
面
監
杏
委
員
各
位
が
例
月
検
査
等
に
お
き
ま
し

る
よ
う
窓
見
が
あ
h
ま
し
た
。

こ。

し

t
い
た
し
ま
し
た
。

方
向
で
努
力
す
る
旨
の
説
朋
が
あ
り
ま
し
た
。

見
が
あ
り
ま
し
た
。

望
い
た
し
ま
し
た
。

-,. 

設
に
対
す
る
市
民
の
要
求
が
高
ま
h
・
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
対
策
と
し
て
公
立
保
育
所
に
お
け
る
乳
児
の
収
容
に
努
力
す
る
こ

と
、
及
び
市
補
助
金
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
、
社
会
袖
祉
協
諮
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
検
討
や
加
え
る
こ
と
、
ま
た
精
蒋
児

骨
施
設
で
あ
ろ
み
は
と
学
閑
の
年
長
児
に
対
す
る
卒
園
後
の
就
労
等
の
対
策
に
取
り
組
み
↓
そ
の
生
活
安
定
に
努
力
す
る
こ
と
わ
要

第
四
款
街
生
究
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
検
診
受
診
率
の
向
上
み
は
か
る
た
め
、
死
亡
率
の
森
い
胃
ガ
ン
、
婦
人
ガ
ン
検
診
の
無
料

化
と
公
害
認
定
患
者
に
対
す
る
国
の
医
租
手
当
制
度
は
所
得
制
限
が
あ
h
、
こ
れ
み
救
済
す
る
た
め
市
単
独
で
医
疸
手
当
わ
支
給
す
る

と
い
う
姿
勢
で
検
討
さ
れ
た
い
と
の
慈
見
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
し
尿
収
集
許
可
業
者
に
対
す
ろ
今
後
の
あ

h
方
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
か
ら
現
在
し
尿
収
集
は
委
託
方
式
に
切

り
か
え
、
料
金
の
徴
収
は
市
で
行
な
う
方
向
で
検
討
中
と
の
説
明
が
あ
h
存
し
た

C

第
六
款
匝
林
水
産
棠
府
に
つ
き
ま
し
て
は
、
底
菜
構
造
改
普
事
業
の
効
果
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
h‘
圃
場
整
備
、
か
ん
が
い
施
設
整

備
、
四
椀
具
等
の
専
入
に
よ
る
作
業
の
合
理
化
の
三
点
に
つ
い
て
、
十
分
目
的
み
逹
し
た
と
の
理
事
者
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

第
七
款
商
工
代
に
つ
き
ま
し
て
は
、
補
助
合
に
つ
い
て
、
そ
の
交
付
目
的
に
沿
う
よ
う
行
政
指
専
の
強
化
ゎ
は
か
ら
れ
た
い
と
の
意

第
八
款
土
木
代
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
日
常
生
活
に
最
も
直
結
し
た
重
要
な
事
業
予
打
で
も
あ
h
、
交
通
祉
の
急
激
な
切
加
に

伴
い
道
路

m桔
は
悪
化
の
伯
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
生
活
追
路
、
通
学
路
等
の
整
備
は
予
定
ど
お
り
促
進
さ
れ
た
か
、
交
通
安
全

対
策
は
十
分
で
あ
っ
た
か
等
に
軍
•
み
・
四
き
、
審
査
ん
‘
行
な
(
た
の
で
あ

h
ま
す
が
ヽ
道
路
の
雑
持
管
理
ヽ
舗
装
に
あ
た
つ
て
は
地
城

格
差
、
緊
急
度
等
十
分
勘
案
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
実
施
に
際
し
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
関
係
機
関
等
と
十
分
述
絡
調
整
み
は
か
ろ
こ
と
、

ま
た
迫
路
桁
甜
の
行
理
店
任
体
制
み
明
確
化
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
ー
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

第
九
款
泊
防
四
に
つ
き
ま
し
て
は
、
泊
防
分
団
の
述
営
四
に
つ
い
て
配
慇
す
ろ
よ
う
要
望
が
あ

h
、
こ
れ
に
対
し
理
事
者
か
ら
そ
の

第
十
款
教
有
代
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
施
設
整
備
が
計
面
的
か
つ
精
力
的
に
遂
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
校
舎
の

捌
器
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
管
理
監
仔
に
十
二
分
に
窓
4

ご
用
い
る
な
ど
施
設
整
備
の
万
全
わ
期
す
る
こ
と
、
及
び
教
育
の
充
実
、
近

代
化
み
促
進
す
る
う
え
か
ら
す
ぐ
れ
た
教
育
樅
器
の
荘
入
左
は
か
る
こ
と
わ
．
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
‘
:
;
•
J
-

ま
た
、
幼
児
教
育
が
爪
視
さ
れ
、
五
歳
児
教
育
の
義
務
教
育
化
が
今
日
的
課
図
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
h
ま
す
が
、
こ
の
教
育

の
択
会
均
等
の
う
え
か
ら
し
て
、
現
実
に
見
ら
れ
る
公
立
と
私
立
と
の
幼
稚
園
間
の
保
育
料
の
格
差
の
解
消
に
努
力
す
ろ
こ
と
み
要
望

次
に
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
西
浦
土
地
区
面
整
理
事
菜
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
西
浦
地
区
は
す
で
に
用
途

地
域
の
指
定
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
そ
の
後
に
お
け
る
近
鉄
莉
架
等
の
実
現
が
正
式
決
定
さ
れ
る
と
い
う

大
き
な

mtli変
化
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地
区
の
用
途
地
域
の
指
定
に
つ
い
て
は
再
検
討
を
す
る
よ
う
弥
く
要
望
を
い
た
し
ま

交
通
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計
に
つ
き
注
し
て
は
、
加
入

Ui務
の
簡
素
化
ゎ
は
か
る
た
め
、
機
械
の
，
導
入
等
に
つ
い
て
検
討
ゎ
加
え

て
、
厳
重
な
る
検
針
ゎ
執
行
さ
れ
、
ま
た
日
常
支
出
事
務
に
つ
い
て
適
切
な
る
と
指
導
わ
賜
わ
り
ま
し
た
証
左
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
こ

に
監
査
委
貝
各
位
の
と
苦
労
に
対
し
、
深
く
敬
意
在
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
特
に
理
事
者
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の
決
算
審
査

に
お
け
る
議
会
の
意
思
ゎ
来
年
度
予
算
に
十
分
反
映
さ
れ
、
本
市
行
政
水
準
の
向
上
に
一
段
の
努
力
み
重
ね
る
よ
う
要
望
な
い
た
し
ま

し
て
、
本
委
貝
会
の
審
査
結
果
報
告
と
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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〇
諾
長
（
日
比
義
平
君
）

〇
詔
長
（
日
比
義
平
君
）

暫
時
、
休
憩
わ
．
い
た
し
ま
す
。

〔
「
異
諮
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

お
は
か

h
い
た
し
ま
す
。
本
決
箕
に
対
す
る
委
貝
長
の
報
告
は
認
定
す
ぺ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
決
符
は
、
委
貝
長
の
報
告
ど
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
と
異
諾
と
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

と
異
話
な
じ
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
諮
案
第
百
十
七
号
昭
和
四
十
五
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並

び
に
各
特
別
会
計
等
決
卯
認
定
に
つ
い
て
は
、
委
貝
長
の
報
告
の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。
-
—

こ
れ
よ
り
諮
案
の
採
決
ル
・
行
な
い
ま
す
。

と
異
詔
な
し
と
認
め
ま
す
。

I ヽ, l 

＇ 
午
前
十
時
三
十
分
休
憩

〇
詔
長
（
日
比
義
平
君
）

,

r

 

- l 

アー

し

〗
〔
「
巽
諾
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

木
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
討
詮
の
通
告
も
と
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
み
．
行
な
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
に
と
異
詔
と
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
は
か
h
い
た
し
ま
す
。

す。 〇
諾
長
（
日
比
義
平
君
）

他
に
と
只
庭
と
ざ
い
ま
せ
ん
が
。

0
決
打
特
別
委
只
長
（
切
山
英
一
君
）

梃
本
建
治
諾
貝
の
只
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

〔
決
打
特
別
委
貝
長
（
増
山
英
一
君
）
登
坑
〕

つ
あ
長
（
日
比
義
平
君
）

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
と
審
諮
の
う
え
、
と
賛
同
み
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
ゎ
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
諾
長
（
日
比
義
平
君
）

委
貝
長
の
報
告
に
対
し
芍
し
て
、
と
質
疑
が
あ
h
す
し
た
ら
と
発
言
願
い
ま
す
。

橋
本
建
治
君
゜

盆
エ
本
廷
治
君
登
坑
〕

0
橋
本
建
治
君

き
ま
し
た
。

委
貝
長
の
報
告
お
問
き
及
び
の
と
お
h
で
あ
り
ま
す
。

三
日
間
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
特
別
委
貝
会
で

C
検
討
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
い
ま
増
山
委
貝
長
か
り
詳
し
く
報

告
み
皿
か
し
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
、
先
日
の
、
十
二
日
の
本
会
諮
に
お
き
芍
し
て
、
私
多
く
の
点
に
つ
い
て
質
問
さ
し
て
い
た
だ

で
、
そ
の
中
で
特
に
投
出
面
に
つ
い
て
の
土
木
四
の
う
ち
の
港
湾
四
に
つ
き
芍
し
て
、
九
月
諮
会
に
関
係
し
ま
し
て
、
次

一

て
、
期
待
し
た
行
政
効
果
み
ど
の
程
度
確
保
一

の
よ
う
な
四
問
ふ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
特
に
設
問
と
し
て
は
、
予
打
の
執
行
に
よ
っ

4
2
 

5
 

す
ろ
こ
と
が
で
き
た
か
と
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
、
将
来
多
額
に
わ
た
る
港
湾
費
の
支
出
に
つ
い
て
、
意
見
な
加
え
て
質
問
さ
し
て
も

―
 

ら
っ
と

A
で
す
が
、
そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、
特
別
委
貝
会
で
ど
の
よ
う
な
と
検
討
が
と
ざ
い
ま
し
た
の
か
、
あ
り
ま
し
た
ら
説
明
い

た
だ
い
ま
沿
病
衣
の
問
題
で
、
ど
の
よ
う
に
質
疑
が
さ
れ
た
か
と
い
う
お
尋
ね
で
と
ざ
い
ま
す
が
、
三
日
間
に
わ
た
っ
て
港
湾
四
の

問
図
は
ど
な
た
も
発
言
は
と
ざ
い
ま
せ
ん
だ
か
ら
、
審
査
み
す
ろ
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
よ
ろ
し
く
と
了
承
み
．
願
い
ま
す
o

、

特
に
、
あ
な
た
の
ほ
う
か
ら
小
井
君
が
出
て
み
え
て
、
各
款
項
に
わ
た
っ
て
一
人
で
十
分
の
ご
窟
見
が
出
た
ん
で
ず
か
ら
、
抜
け
て

ぉ
る
と
こ
ろ
が
あ
h
ま

し

た

ら

、

ひ

と

つ

小

井

君

に

十

分

お

聞

き

匪

い

た

い

と

、

か

よ

う

に

思

い

ま

す

。

．

0
諮
長
（
日
比
義
平
君
）

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

別
段
と
門
戻
も
と
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
在
も
っ
て
委
貝
長
の
報
告
に
対
す
ろ
質
疑
そ
終
結
い
た
し
芍

_;、

切
山
君
゜
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小
林
喜
夫
君
゜

次
に
建
設
委
貝
長
に
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。

す
る
も
の
で
あ
h
ま
す
。
別
段
異
諮
は
あ
h
吉
せ
ん
で
し
た
。

〇
諾
長
（
日
比
義
平
君
）

日
程
第
二

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
諮
ゎ
開
き
ま
す
。

午
前
十
一
時
三
十
分
再
開

諾
案
第
百
十
八
号
昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
、
な
い
し

諮
案
第
百
十
八
号
昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
箕
（
第
三
号
）
、
な

諮
案
第
百
二
十
号
工
事
諮
角
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
三
件
わ
一
括
話
題
と
い
た
し
ま
す
。
．
，
．

総
務
街
生
委
貝
会
に
付
託
に
な
り
ま
し
た
諮
案
第
百
十
八
号
昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
一

般
会
計
袢
正
予
卯
（
第
三
月
）
中
、
関
係
部
分
及
び
諮
案
第
百
二
十
号
工

m諮
角
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
二
詔
案
に
つ
い
て
、
当
委

日
会
の
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
と
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

当
委
貝
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
偵
匝
に
審
話
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
妥
当
な
も
の
と
認
め
、
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
し

ま
し
た
次
第
で
あ
h
ま
す
。

ま
ず
、
諾
突
第
百
十
八
号
昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
柿
正
予
卯
に
つ
い
て
、
朝
明
都
市
下
水
路
工
事
の
管
渠
工
事
に
対

す
る
国
即
柿
助
の
追
加
内
定
に
伴
う
補
正
並
び
に
下
流
区
域
の
ポ
ン
プ
据
え
つ
け
等
、
残
工
事
ゎ
伯
務
負
担
行
為
に
よ
h
行
な
お
う
と

次
に
、
諾
案
第
百
二
十
号
工
事
請
伍
契
約
の
約
結
に
つ
い
て
は
、
京
町
地
内
に
お
け
ろ
下
水
管
渠
布
設
工
事
に
か
か
る
詔
負
契
約
案

で
あ
h
芍
し
て
、
別
段
異
諾
は
な
か
(
た
の
で
あ
h
ま
す
が
、
ェ
市
の
実
施
に
あ
た
り
、
柚
伯
rJl
題
等
に
四
疑
が
あ
り
‘
理
事
者
か
ら

胆
行
に
あ
た
っ
て
は
市
、
地
元
民
、
業
者
の
三
者
で
話
し
合
い
の
う
え
万
全
み
期
し
た
い
と
の
説
朋
が
あ
h
、
こ
れ
を
了
と
い
た
し
た

の
で
あ

h
ま
す
。

何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
と
寄
詔
の
う
え
、
と
賛
同
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
顧
い
申
し
上
げ
吉
す
。

〇
詔
長
（
日
比
義
平
君
）

〔
建
設
委
只
長
（
小
林
喜
夫
君
）
登
坑
〕

〇
建
設
委
貝
長
（
小
林
彬
夫
君
）

い
て
と
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

建
設
委
貝
会
に
付
託
に
な
h
ま
し
た
関
係
諾
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ

ま
ず
諮
案
第
百
十
八
号
昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
柿
正
予
算
（
第
三
号
）
中
、
歳
出
第
八
款
土
木
股
中
、
都
市
下
水
路

で
あ
り
ま
す
が
、
朝
明
都
市
下
水
路
事
業
は
、
国
庫
補
助
割
h
当
て
の
増
額
が
内
定
し
て
お

h
ま
す
が
、
．
特
に
臨
海
地
帯
の
排
水
強
化

の
た
め
に
伯
務
角
担
行
為
ゎ
採
用
し
て
、
本
年
度
の
事
業
の
促
進
ゎ
。
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、

全
市
的
な
下
水
路
事
業
の
予
卯
猥
得
を
も
留
恋
せ
よ
、
予
鉢
執
行
に
関
す
る
人
貝
確
保
は
十
分
で
あ
る
か
と
の
意
見
が
あ
り
、
理
事
者

か
ら
予
算
獲
得
に
あ
た
っ
て
は
従
前
ど
お
り
十
分
配
忠
わ
い
た
し
、
立
た
人
事
管
理
に
つ
い
て
も
、
技
術
者
の
確
保
等
、
絶
対
数
に
は

満
た
な
い
ま
で
も
、
増
貝
確
保
に
つ
い
て
は
万
全
を
期
し
、
四
十
八
年
の
雨
季
注
で
に
は
、
こ
れ
が
一
応
の
機
能
わ
発
揮
さ
せ
た
い
と

の
説
明
ゎ
了
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
諮
案
第
百
十
九
号
昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
柿
正
予
算
（
第
二
号
）

た
国
庫
補
助
金
決
定
に
よ
る
橋
北
排
水
区
内
に
お
け
る
幹
線
管
渠
工
事
等
の
追
加
柿
正
で
あ

h
、
別
段
異
諮
な
く
、
以
上
二
詔
案
い
ず

り
下
、
そ
の
経
過
と
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
稔
祐
衛
生
委
貝
長
（
野
綺
貞
芳
君
）

〔
絶
務
衛
生
委
月
長
（
野
綺
貞
芳
君
）
登
坑
〕

野
崎
君
゜

本
件
に
関
す
る
委
貝
長
の
報
告
ゎ
求
め
ま
す
。

ま
ず
、
総
務
衛
生
委
貝
長
に
お
願
い
い
た
し
注
す
。

い
し
日
程
第
四

〇
諮
長
（
日
比
義
平
君
）

次
に
日
程
第

日
程
第
四
諮
案
第
百
二
十
号
工
事
請
角
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
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,
〔
市
長
G

九
鬼
喜
久
男
君
）
登
墳
〕

0
市
長

G

九
鬼
喜
久
男
君
）

た
だ
い
ま
と
上
程
の
諮
案
第
百
二
十
一
号
は
、
本
市
の
教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
去
る
十
月
十
日
に

市
長
。

〇
諮
長
名
1

比
義
平
君
）

提
案
理
由
の
説
明
在
求
め
ま
す
。

諮
案
第
百
二
十
一
号
教
育
委
員
会
委
貝
の
任
命
に
つ
い
て
ゎ
諾
題
と
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
五

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
諮
み
開
き
ま
す
。

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
諮
わ
開
き
ま
す
。

朽
時
、
休
憩
わ
い
た
し
ま
す
。

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
h
〕

〇
詔
長
（
日
比
義
平
君
）

と
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。

こ
れ
よ
h
‘
諮
案
第
百
十
八
号
昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
袖
正
予
坑
＿
第
三
号
）
、
な
い
し
詔
案
第
百
二
十
号
工
事
諮

伍
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
三
諮
案
ん
・
一
括
し
て
採
決
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
三
件
は
、
各
委
貝
長
の
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
と
異
詔
と
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
界
諾
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
h
〕

〇
諾
長
（
日
比
義
平
君
）

打
（
第
三
号
）
、
な
い
し
諮
案
第
百
二
十
号
工
事
諮
伍
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、

〇
諾
長
合
日
比
義
平
君
）

〇
諮
長
合
日
比
義
平
君
）

こ
の
際
、
本
日
の
会
諾
時
間
は
詔
事
の
都
合
上
、
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
を
延
長
い
た
し
ま
す
。

〇
諾
長
（
日
比
義
平
君
）

〇
詔
長
名
日
比
義
平
君
）

と
異
諾
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
諮
案
第
百
十
八
号
昭
和
四
十
六
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
柿
正
予

諮
案
第
百
二
十
一
号
教
育
委
貝
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

次
に
、
日
程
第
五

本
件
に
対
す
る
委
貝
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
h
ま
す
。

思
い
ま
す
。

こ
れ
に
と
異
諾
と
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
と
審
諮
の
う
え
、
と
賛
同
み
賜
わ
h
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
建
設
委
員
会
の
と
報
告
と
い
た
し
ま

〇
諮
長
（
日
比
義
平
君
）

各
委
貝
長
の
報
告
に
対
し
ま
し
て
、
と
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
と
発
言
願
い
ま
す
。

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

h
〕

〇
諮
長

U

日
比
義
平
君
）

す。

午
後
六
時
二
十
二
分
再
開

お
は
か

h
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
三
件
に
つ
き
立
し
て
は
、
討
論
の
通
告
も
と
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
を
行
な
い
た
い
と

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
五
時
五
十
一
分
再
開

午
後
五
時
五
十
二
分
休
憩

午
前
十
一
時
四
十
分
休
憩

別
段
と
質
疑
も
あ
h
ま
せ
ん
の
で
、
四
疑
み
終
結
い
た
し
ま
す
。

以
上
で
各
委
貝
長
の
報
告
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

れ
も
妥
当
な
も
の
と
認
め
、
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
し
た
次
第
で
あ
h
ま
す
。

＇ 
＼ → 
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れ
に
同
窓
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。 幸

雄
氏
の
後
任
の
委
貝
と
し
て
、
沌
水
官
生
氏
在
任
命
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
、
こ
こ
に
と
提
案
申

な
お
、
同
氏
の
と
経
歴
は
、
お
手
元
の
経
歴
害
の
と
お
h
で
あ

h
ま
す
。

何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
と
同
慈
わ
賜
わ
り
ま
す
よ
う
に
お
匪
い
ゎ
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
諮
長

(
8
比
義
平
君
）
提
案
理
由
の
説
明
、
お
聞
き
及
び
の
と
お
h
で
あ

h
ま
す
。

と
買
疑
が
あ
h
ま
し
た
ら
、
と
発
言
匪
い
ま
す
。

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

h
〕

〇
諮
長
名
8
比
義
平
君
）

お
は
か

h
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
諮
題
と
な
っ
て
お

h
ま
す
諾
案
第
百
二
十
一
号
に
つ
い
て
は
、
委
貝
会
の
付
託
わ
省
略
し
、
直

ち
に
採
決
み
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
「
沢
詔
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
〕

〇
詔
長

(
8
比
義
平
君
）

こ
巽
諾
な
し
と
認
め
ま
す
。

そ
れ
て
は
、
諾
案
の
採
決
み
行
な
い
ま
す
。

本
件
は
、
こ
れ
に
同
慈
す
ろ
こ
と
に
と
異
諮
と
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
界
諾
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
h
〕

〇
諾
長
（
日
比
義
平
君
）

〇
ぷ
長

U

日
比
義
平
君
）

署 署

名 名

汽
庭
な
し
と
認
め
ま
す
。

諮 諾

貝 貝

こ
れ
に
と
異
諮
と
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

と
界
話
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
諾
案
第
百
二
十
一
号
教
育
委
貝
会
委
貝
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
こ

り
上
み
も
ち
ま
し
て
、
本
臨
時
会
の
諮
事
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
諾
ゎ
｀
閉
じ
、
昭
和
四
十

右
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
禁
づ
き
署
名
す
る
。

任
期
が
満
了
い
た
し
ま
し
た
森

し
上
げ
る
も
の
で
あ

h
ま
す
。

四

日

市

市

諾

会

詔

長

六
年
十
一
月
四
日
市
市
詔
会
臣
時
会
ん
閉
会
い
た
し
ま
す
。

山 田 日

中 中 比

忠 政 義

平

午
後
六
時
二
十
四
分
閉
会

．．
 
，
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